
学業指導の充実に向けて
（改訂版）

－ 子どもたち一人一人が大切にされ、
安心して学ぶことができる学校を目指して －

令和７（２０２５）年３月

栃木県教育委員会





はじめに

県教育委員会では、「栃木県教育振興基本計画２０２５－とちぎ教育ビジョ
ン－」において、児童生徒が、社会的自立に向けて、自ら課題を発見し、その解
決のための適切な行動を自ら考え、自己選択と自己決定を行いながら、様々
な人々と協働し、責任をもって行動できる力を身に付けられるよう、「自己指導
能力を育む児童・生徒指導の充実」を基本施策の一つに掲げ、その主な取組
の一つとして、「集団の中で学ぶ」という学校教育の特質を生かして児童生徒
一人一人を成長させるという視点に立ち、それぞれの学級を「学びに向かう集
団」に高めながら、児童生徒が自らの力で様々な不適応を解消し意欲的に学
習活動に取り組めるよう指導・援助していく「学業指導」を推進してきたところ
です。
そのような中、近年、学校や児童生徒を取り巻く環境が大きく変化し、いじめ

や不登校等、児童・生徒指導上の諸課題が複雑化、深刻化している状況を踏
まえますと、各学校においては、引き続き保護者や地域、関係機関等と緊密に
連携して一つ一つの課題に対応するとともに、児童生徒一人一人が社会的自
立を図っていくことができるよう、全ての教育活動の基盤として重要な意義を
持つ児童・生徒指導の機能を改めて見つめ直し、学校全体で児童・生徒指導
の一層の充実を図っていく必要があります。
そこで、本資料では、平成２４年３月に発行した教師用指導資料「学業指導

の充実に向けて－学業指導を全ての教職員が進めるために－」の改訂版とし
て、児童・生徒指導の一つの方法・考え方である学業指導が、児童生徒の自
己指導能力の獲得を支えることを目的とした全ての教職員による全ての児童
生徒を対象とした指導・援助であることや、組織的に学業指導を進めていくこ
との意義等を示しました。
本県の児童生徒一人一人が将来に夢や希望をもち、安心して学校生活を

送ることができるよう、本資料の活用を通じて、教職員一人一人が、日々の児
童生徒との関わりなどの大切さを改めて認識するとともに、各学校において、
児童生徒を中心に据え、組織的に学業指導が進められていくことを期待して
います。
最後に、本資料の作成に当たり、藤平敦委員長をはじめ、児童・生徒指導推

進委員会委員の皆様に御尽力いただきましたことに心から感謝申し上げます。

令和７（２０２５）年３月
栃木県教育委員会教育長 阿久澤 真理



県教育委員会が平成２１年から推進している「学業指導」は、文

部省（現在の文部科学省）が昭和４８（１９７３）年に示した「学業指

導」の考え方を新たに定義づけた、 児童・生徒指導の一つの方法・

考え方であり、県教育委員会は、「あなたは、学業指導を知っていま

すか！」（平成２１（２００９）年県教育委員会）をはじめとする教師用

指導資料を作成・配布するなどして学業指導の推進に取り組んでき

ました。

その後、「学業指導の充実に向けてー学業指導を全ての教職員

が進めるためにー」 （平成２４（２０１２）年）、「学業指導」実践事例

集（CD）（平成２６（２０１４）年）を作成し、配布しました。それ以降、

学校や児童生徒を取り巻く環境が変化し、様々な困難や課題を抱

える児童生徒が増加しています。そのため、各学校では、全ての教職

員が、児童・生徒指導上の課題一つ一つにきめ細かに対応するだ

けでなく、児童生徒一人一人が社会的自立を図っていくための日々

の児童生徒との関わりや意図的・計画的な働きかけの大切さを認

識するとともに、その効果や課題を検証しながら改善を図っていくこ

とで、児童・生徒指導の一層の充実を図っていく必要があります。

そこで、本資料では、これまで作成・配布した教師用指導資料の

内容を生かしながら、学業指導が全ての教職員による全ての児童

生徒を対象とした指導・援助であることやPDCAサイクルで組織的

に学業指導を進めていくことの意義等を示すこととしました。

なお、令和４（２０２２）年１２月に改訂された生徒指導提要では、

児童生徒が成長・発達する主体、教職員が児童生徒の成長・発達

を支える存在として明確に位置づけられるとともに、全ての児童生

徒の発達を支える働きかけを、学習指導や特別活動等と関連付け

るなどして日常的な教育活動を通じて行うことが強調されました。こ

のような視点は、学業指導の意義や進め方と合致するものです。

「学業指導の充実に向けて」の改訂の趣旨



～ 文部省（現在の文部科学省）の「学業指導」 ～

「学業指導とは、学校における教育活動の全体において、ひとりひとり

の生徒が意欲的に進んで学習に取り組み、みずからの学業生活の改善

と向上を図るよう指導・援助することであるといえよう。」

・ 生徒指導資料第９集「中学校における学業指導に関する諸問題」

（昭和48（1973）年 文部省）

・ 生徒指導研究資料第４集「高等学校における学業指導に関する諸問題」

（昭和48（1973）年 文部省）

～ 栃木県教育委員会の「学業指導」 ～

「学業指導とは、それぞれの学級を「学びに向かう集団」に高めなが

ら、児童生徒一人一人が自らの力で不適応を解消し社会性を身に付け

たり、意欲的に学習活動に取り組んで学力を向上させたりして自己実

現（社会的自立）を図っていくための指導・援助のことです。」
※ 生徒指導提要（平成２２年３月）のコラム（１８ページ）に「「学業指導」の取組」として紹介
されています。

・ 教職員用リーフレット

「あなたは、学業指導を知っていますか！」

（平成２１（２００９年）年 栃木県教育委員会）

・ 教師用指導資料

「学業指導の充実に向けて」

－学業指導を全ての教職員が進めるために－

（平成２４（２０１２）年 栃木県教育委員会）



１ 資料の内容
○ 学業指導の説明として、学業指導のイメージ図を掲載し、学業指導の２本の柱で
ある「学びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」の内容
等を示しました。また、「集団づくり」と「授業づくり」それぞれについて、３つの視点と
ポイント、それぞれのポイントに沿った取組事例を示しました。

○ PDCAサイクルで組織的に学業指導を進めていく考え方を示すとともに、関連す
る教師用指導資料や、「学業指導応援チーム派遣事業」の実施校における取組を
紹介しました。

○ 全体を通して児童生徒が主語となる文章の構成に努めました。また「２ 学業指導
の視点とポイント及び取組事例 －学びに向かう集団づくり－」、 （７ページから４０
ページ）、「３ 学業指導の視点とポイント及び取組事例 －子どもが意欲的に取り組
む授業づくり－」（４１ページから７２ページ）における取組事例では、各取組を進め
た結果として期待される児童生徒の言葉を事例のタイトルにしました。

○ 目次の中で下線のある見出しについては、クリックすることで該当するページに飛
ぶことができます。また、７ページ「２ 学業指導の視点とポイント及び取組事例 －学
びに向かう集団づくり－」、４１ページ「３ 学業指導の視点とポイント及び取組事例
－子どもが意欲的に取り組む授業づくり－」では、各取組事例の２ページ目の右下
「 」をクリックすると、元のページ（７ページ、４１ページ）に戻ることができます。同
様に、７６ページから１２４ページ「令和５・６年度「学業指導応援チーム派遣事業」の
実施校における取組」及び各コラムのページでは、最終ページの右下「 」をクリッ
クすると、目次に戻ることができます。

○ 本資料作成に当たって参考にした資料の中には、資料名をクリックすることで、該
当する資料を閲覧することができます。

２ 活用上の留意事項
○ 本資料に掲載した取組事例の中には、すでに多くの学校で実施されているものも
含まれていることが考えられますので、本資料を参考に、児童生徒の実態を踏まえな
がら、現在実施している取組を改めて見直し、意図的・計画的かつ組織的に進めま
しょう。

○ 本資料に掲載した取組事例の実施に当たっては、児童生徒に期待する姿や、「学
びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」の取組を通じて、
児童生徒が身に付けていくことが期待される資質・能力を日頃から教職員間で共
有し、児童生徒の発達段階や学級（ホームルーム）集団の実態等に応じて、活用す
る取組事例を選択したり組み合わせたりするなどして自校化に努めましょう。

３ 資料の主な活用例
○ 教職員の指導力向上を図るための参考資料とし、校内研修会等において活用す
る。

○ 学校経営、学級（ホームルーム）経営、児童・生徒指導体制等の改善・充実等を図
るための参考資料とし、学校の諸計画の作成等に活用する。

本資料の内容や活用上の留意事項等
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○ 学業指導の定義

○ 学業指導の目的

〔コラム〕 「学業指導と発達支持的生徒指導」

○ 「学びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」

○ 「集団づくり」と「授業づくり」の相互の関連を意識した一体的な取組

～ 学業指導の担当者は、「全ての教職員」です！ ～

２ 学業指導の視点とポイント及び取組事例

ｰ 学びに向かう集団づくり ｰ

○ 学びに向かう集団づくり

○ 帰属意識の高い学級づくり

〔コラム〕 「学業指導と道徳教育」

○ 規範意識の高い学級づくり

〔コラム〕 「学業指導と人権教育」

〔コラム〕 「学業指導といじめの問題」

○ 互いに高め合える学級づくり

〔コラム〕 「学業指導と特別活動」
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３ 学業指導の視点とポイント及び取組事例

ｰ 子どもが意欲的に取り組む授業づくり ｰ

○ 子どもが意欲的に取り組む授業づくり

○ 自信をもたせる授業づくり

〔コラム〕 「学業指導と学習指導」

○ コミュニケーション能力を育む授業づくり

〔コラム〕 「学業指導と幼児教育」

○ 一人一人の実態に配慮した授業づくり

〔コラム〕 「学業指導と特別支援教育」

４ サイクルで進める組織的な「学業指導」

○ サイクルで進める組織的な「学業指導」

○ 令和５・６年度「学業指導応援チーム派遣事業」の実施校における取組

○ 教師用指導資料「サイクルで進める組織的な取組」及び解説資料

５ 学業指導に関連する主な指導資料

６ 主な参考文献

７ 児童・生徒指導推進委員会委員

①宇都宮市立横川中央小学校 ⑥下野市立国分寺中学校

②日光市立下原小学校 ⑦那須塩原市立黒磯中学校

③矢板市立矢板小学校 ⑧栃木県立宇都宮南高等学校

④足利市立青葉小学校 ⑨栃木県立小山高等学校

⑤益子町立七井中学校 ⑩栃木県立益子特別支援学校 高等部
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１ 学業指導

学業指導は、「集団の中で学ぶ」という学校教育の特質を生かして、児童生徒一人
一人の成長や発達を支えるという考え方に基づく指導・援助です。

Ｐ１



学業指導とは、全ての教職員が全ての児童生徒を対象として、
「学びに向かう集団づくり」（学級（ホームルーム）での活動等にお
ける指導・援助）と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」（教科
等の指導における指導・援助）の相互の関連を意識しながら一体
的に進めていく指導・援助のことです。

学業指導の定義

学業指導の目的

学業指導は、児童生徒一人一人が、自己理解・他者理解を深め
他者との関わり等を通じて社会性を身に付けたり、意欲的に学習活
動に取り組み確かな学力を身に付けたりして、自己実現（社会的自
立）を図っていくことができるよう、児童生徒の自己指導能力の獲得
を支えることを目的としています。

～ 子どもが意欲的に取り組む授業 ～

児童生徒が、温かい人間関係や学びやすい環境の中

で意欲的に学び合い、「できた」、「分かった」という喜び

や達成感を味わえる授業

～ 学びに向かう集団 ～

児童生徒が、ルールやきまりを守って安心して生活し、

互いに支え合い高め合う関係の中で所属感や連帯感を

感じる居心地のよい集団

Ｐ２



学業指導と発達支持的生徒指導

令和４（２０２２）年１２月に改訂された生徒指導提要では、生徒指導の
構造として、「２軸３類４層」の重層的支援構造が示され、この内、「発達支
持的生徒指導」は、児童生徒が自発的・主体的に自らを発達させていくこ
とが尊重され、全ての児童生徒を対象として、日々の児童生徒への関わり、
授業や学校行事等を通した働きかけを大切にする指導・援助とされてい
ます。
そして、学業指導は、全ての児童生徒を対象に、児童生徒一人一人が

自ら自己実現（社会的自立）を図っていくために行う指導・援助であり、ま
た、「学びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」
を相互の関連を意識しながら一体的に進めていくものです。
このように、発達支持的生徒指導と学業指導は、ともに、児童生徒が自

ら発達していくのを教職員が支えていくという視点に立つものであり、全て
の児童生徒の発達を支える働きかけを学級（ホームルーム）における活動
や授業等における指導と関連させて進めていく指導・援助なのです。つま
り、学業指導の取組を進めていくことは発達支持的生徒指導の充実につ
ながっていくのです。

※ 生徒指導の重層的支援構造（「生徒指導提要」 令和４（２０２２）年１２月 文部科学省）

コラム

Ｐ３



児童生徒が、ルールやきまりを守って安心して生活し、互いに支え合い高め

合う関係の中で所属感や連帯感を感じている「学びに向かう集団」では、児童

生徒一人一人の様々な活動への意欲が高まるため、児童生徒は授業にも意欲

的に取り組むようになります。

しかし、授業は、「学びに向かう集団」ができあがってから行われるものでは

ありません。日々の授業を含めた学級（ホームルーム）における活動等を通して

学級（ホームルーム）集団はつくられていきます。つまり、授業における学習活動

も集団づくりの場になっているということです。そのため、教職員は、授業は児童

生徒が一日の学校生活の中で最も長い時間を共有する場面であることを踏ま

え、授業における学習活動が集団づくりに影響を与えることを意識する必要が

あります。

なお、集団への働きかけの過程においては、発達段階や状況に応じて教職員

主導による指導が必要な場面はあります。しかし、教職員主導による指導とは、

教職員による一方的な指導を意味するものではありません。児童生徒一人一

人が、それぞれの個性、よさや可能性を互いに生かし合い伸ばし合うことができ

るよう指導・援助していくことを通じて、結果として集団が発展していきます。

したがって、「集団づくり」と「授業づくり」の取組を進めていくに当たっては、

教職員は、児童生徒への理解を深め、信頼関係を構築するとともに、学級（ホー

ムルーム）集団の実態を踏まえ児童生徒が互いの個性や多様性を認め合う雰

囲気を醸成するなど、日頃から児童生徒一人一人が安心して学校生活を送る

ことができる環境づくりに努めることが大切です。そして、教職員自身も児童生

徒に安心感を与える環境を構成していることを意識し、日頃から自分の発言や

振る舞い等に注意を払う必要があります。

「学びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」

Ｐ４



以下の２つの事例は、学級（ホームルーム）担任による「集団づくり」の取組、

教科担任による「授業づくり」の取組、そして、その後の児童生徒の姿をまとめ

たものです。

「集団づくり」と「授業づくり」の相互の関連を意識した一体的な取組
～ 学業指導の担当者は、「全ての教職員」です！ ～

〔事例１〕 学級（ホームルーム）担任による「集団づくり」の取組

子どもたちが主体となって学校行事を運営することができるよう、学級

活動（ロングホームルーム）の時間を活用して、定期的に話合いの場を設

定してきました。その後、子どもたちは少しずつ友達の前で自信をもって

発言できるようになり、学校行事の役割分担を検討し始めました。また、

学年会議では、教科担任の先生方から、子どもたちが以前に比べて授業

中のグループでの話合いや発表に積極的に参加するようになってきたと

報告がありました。

〔事例２〕 教科担任による「授業づくり」の取組

子どもたちが自分の考えの幅を広げたり深めたりすることができるよう、

授業の中で定期的に友達同士で学び合う場を設定してきました。先日実

施したアンケートでは、「友だちが私の考えを認めてくれた」などと回答す

る子どもたちが増えてきました。また、学年会議では、担任の先生から、学

級活動（ロングホームルーム）での話合いや休み時間等の会話でも、子

どもたちが互いの意見を尊重し合ったり、友だちのよさを認め合ったりす

る姿が見られるようになったと話していました。
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これらの事例では、「集団づくり」の取組を進めた結果、授業中の児童生徒

の姿にも変化が表れ、また、「授業づくり」の取組を進めた結果、学級活動（ロ

ングホームルーム）の時間等の児童生徒の姿にも変化が表れました。このこと

は、「集団づくり」と「授業づくり」の取組が相互に作用する関係にあることを示

しています。

しかし、学業指導は、これらの事例のように、学級（ホームルーム）担任と教科

担任が、それぞれの立場で「集団づくり」と「授業づくり」を進めるだけでは十分

ではありません。中学校（義務教育学校後期課程）や高等学校では、学級

（ホームルーム）担任と教科担任が、それぞれの立場で取組を進めていく中で

気付きを共有し、取組の改善を図りながら「集団づくり」と「授業づくり」の取組

を一体的に進めていくことが必要です。また、小学校（義務教育学校前期課

程）や特別支援学校では、学級（ホームルーム）担任が、日頃から集団の雰囲

気と学習活動が密接に関係していることを踏まえて授業や学級（ホームルー

ム）活動等を進めていることが多いと思いますが、学年の教職員等との情報交

換を通じて集団の状況や実態を多角的に把握しながら、「集団づくり」と「授業

づくり」の相互作用を意識し、両方の側面から意図的に取組を進めることが大

切です。

このように、「集団づくり」は学級（ホームルーム）担任だけ、「授業づくり」は

教科担任だけが進めていくものではありません。すなわち、全ての教職員が、

「集団づくり」と「授業づくり」の相互の関連を意識して両方の側面から一体的

に取組を進めていく「学業指導の担当者」なのです。
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ｰ 学びに向かう集団づくり ｰ

２ 学業指導の視点とポイント及び取組事例

学
び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り

帰
属
意
識
の
高
い

学
級
づ
く
り

規
範
意
識
の
高
い

学
級
づ
く
り

互
い
に
高
め
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え
る

学
級
づ
く
り

４ 感動体験の共有

３ 居心地のよい環境づくり

２ 協力し合える場の設定

１ 認め合う場の設定

４ ルールの定着

３ ルールの内在化

２ ルールの意義の理解

１ 指導の基盤づくり

４ 活動の活性化

３ よさや可能性の発揮

２ 自発的・自治的な活動

１ 目標の共有

視点 ポ イ ン ト
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集団の状況は、児童生徒一人一人の成長に大きく影響を与えます。その
ため、教職員が個に応じた指導・援助を行うとともに、集団づくりに向けた具
体的な働きかけを進めていくことが必要です。
なお、ここでの「集団づくり」は、児童生徒一人一人への配慮を欠いた集

団指導を意味するものではありません。児童生徒一人一人が、それぞれが
もつ個性、よさや可能性を集団の中で互いに生かし合い伸ばし合うことが
できるよう、教職員が一人一人の児童生徒理解に基づいて指導・援助を行
い、集団を育成し発展させることを意味しています。

学びに向かう集団づくり

視点１ 帰属意識の高い学級とは

児童生徒一人一人が所属感や連帯感を感じる居心地のよい学級です。

このような学級では…

児童生徒は、集団の一員であることに誇りをもち、一人の人間として大切にされ、

集団の役に立っていたり必要とされていたりすることに喜びを感じています。

視点２ 規範意識の高い学級とは

児童生徒が、集団生活におけるルールやきまりの意義を理解し、自主的に

守りながら生活をしている学級です。

このような学級では…

児童生徒は、良好な人間関係の中で、安心して自分の意見を発言したり、友達の

意見や考えを認め合ったりしています。

視点３ 互いに高め合える学級とは

児童生徒が互いに支え合い高め合うことができる学級です。

このような学級では…

児童生徒は、互いを尊重し合い、よさや可能性を発揮しながら生活し、励まし合って

意欲的に様々な活動に取り組んでいます。

Ｐ８

視点１ 帰属意識の高い学級とは

児童生徒一人一人が所属感や連帯感を感じる居心地のよい学級です。

視点２ 規範意識の高い学級とは

児童生徒が、集団生活におけるルールやきまりの意義を理解し、自主的に

守りながら生活をしている学級です。

視点３ 互いに高め合える学級とは

児童生徒が互いに支え合い高め合うことができる学級です。



認め合う場の設定

① 所属感の醸成 ② 自由で温かな雰囲気づくり

児童生徒が「このクラスの一員として認められている、クラスの役に立っている」と
感じられる場を設定することが大切です。
友だちとの関わりを楽しむ活動や一人一人に役割がある活動を工夫しましょう。

帰属意識の高い学級づくり

協力し合える場の設定

① 連帯感の醸成 ② 主体的な活動の場の設定

児童生徒が団結し、協力しながら一つのことに取り組むことの喜びや楽しさを感じ
られる体験の場等を設定することが大切です。
児童生徒が、主体的に取り組める場や機会を工夫しましょう。

居心地のよい環境づくり

① 安心して生活できる環境づくり ② 教室環境の整備

児童生徒が安心して生活し、様々な活動に意欲的に取り組むことができる環境を
整えることが大切です。
教職員と児童生徒、児童生徒同士の信頼感に支えられた人間関係づくりや、整え

られた温かみのある教室環境づくりに努めましょう。

感動体験の共有

① 目標の共有化 ②学校生活の充実 ③学校行事等の充実

児童生徒が、学級(ホームルーム)に愛着や誇りを感じることができるよう意図的な
働きかけを行うことが大切です。
学校行事等を活用し、目標に向かって、協力して一つのことをやり遂げるような体

験を共有できる場や機会を工夫しましょう。

〔ポイント４〕

〔ポイント１〕

〔ポイント２〕

〔ポイント３〕
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１ 概要

児童生徒がスピーチを行い、友達からの質問に対応します。また、スピーチ
をしたり友達の質問に対応したことへの感想を話したりします。

２ 教職員の働きかけ
① 児童生徒の発達段階や学校行事の時期等に応じて、スピーチのテーマ

を検討します。

② スピーチを実施する前に、活動の目的、テーマや発表する順番を説明し
ます。また、スピーチの方法、スピーチを聴くマナー等について指導します。

③ 朝の会や帰りの会（ショートホームルーム）等に実施します。

④ スピーチ終了後、スピーチを聴いた児童生徒が質問したり、感想を伝え
たりする場を設定します。

⑤ スピーチをした児童生徒が、スピーチをしたことや、友達の質問や感想

を聴いて感じたことなどについて話す場を設定します。
⑥ スピーチをした児童生徒に対して励ましのコメントや感想を伝えます。ま

た、クラス全体に対して、スピーチの聴き方などについて感想を伝えます。

帰属意識の高い学級づくり

認め合う場の設定

子どもたちが「クラスの一員として認められている」と
感じるクラスにしていきたいんです！

司会を日直の児童生徒に任せるのもいいですね！
司会の児童生徒がスピーチをした友達にインタビューすると、ス

ピーチをした友達は感想を話しやすくなり、クラス全体で互いに認
め合う雰囲気が生まれます。

みんなに知ってもらえました！

スピーチ活動を通じて、友達のよさなどを伝え合う活
動を実施してはどうですか？

ポイント１
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実施時期に応じて、児童生徒が「自分のよさをわかってもらえた！」と感じることがで

きるようなスピーチのテーマを設定しましょう。

○ スライドの作成
児童生徒が写真やイラスト等を示しながらスピーチできます。

○ コメント機能の活用

質問や感想を発言できなかった児童生徒が、スピーチをした友達に質問や感想を伝

えることができ、また、スピーチをした児童生徒も様々な感想等を知ることができます。

○ 動画の撮影・活用

・ 友達の前で話すことが苦手な児童生徒が、自分のスピーチをあらかじめ

撮影することで、当日は動画を通じて活動に参加することができます。

・ 担任等がスピーチをする児童生徒のタブレットを使って撮影することで、スピーチを

した児童生徒が自分のスピーチを振り返り、次回に生かすことができます。また、担任

等が、保護者面談等の機会に、保護者に動画を見せながら、学校生活の様子等を説

明することができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

・ 実施前に、友達の前で話すことが苦手な児童生徒に声をかけるなどして不安を和

らげましょう。

・ スピーチの原稿作成等を手伝ったり、仲の良い友達と一緒にスピーチの内容を考え

る場を設定したりするなどの支援も検討しましょう。

〔スピーチのテーマの例〕

・ 自己紹介（趣味や特技、好きな食べ物やスポーツ等）

・ 学校行事でがんばったこと

・ 毎日努力していること（スポーツや勉強、家庭での手伝い等）

・ このクラスのいいところや好きなところ

・ クラスの友だちに言われてうれしかった一言

・ 「ありがとう」と伝えたい人（クラスの友達等）

テーマ設定の工夫

配慮が必要な児童生徒への支援
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１ 概要

児童生徒が、よりよいクラスにするための取組を考え、係活動を通じて、クラ
ス全員が参加できる取組を企画・運営します。

２ 教職員の働きかけ
① クラスの問題点やよりよいクラスの姿について話し合う場を設定します。

② クラスの係活動を通じて、よりよいクラスにするための取組を実施するこ

とについて話し合う場を設定します。
③ 学級（ホームルーム）委員長等が司会となって、係ごとに、それぞれの係

の特徴を生かして実施できる取組を検討し、発表する場を設定します。

④ 各係の児童生徒がクラスに対して取組を紹介するためのチラシ等を掲
示できるよう、掲示板のスペースを確保します。

⑤ 各係の活動を観察し、活動状況を踏まえ助言します。

⑥ 取組の実施後、児童生徒が互いの取組について感想を伝える場や、係
ごとに取組の改善に向けて話し合う場を設定します。

どの児童生徒も係ごとの話合いに参加できるよう、話合いの
グループ編成を工夫しましょう！
係や委員会等の所属の違いに関係なく、互いに協力し合おう

とする雰囲気づくりにつながります。

みんなでいいクラスにしよう！

子どもたちが互いに協力し合って生活できるクラスに
していきたいんです！

友達のよさに気づいて、互いに認め合う活動を実施
してはどうですか？

帰属意識の高い学級づくり

協力し合える場の設定ポイント２
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児童生徒が考えた取組は、「よりよいクラスにしたい！」という気持ちに基づくもので

す。児童生徒の主体的な取組が実現されるよう、危険が伴うような活動等を除き、児童

生徒の発想を尊重しながら取組を支援しましょう。

児童生徒がそれぞれの係の取組を考える際、他の係と協力して実施することについ

ても助言しましょう。各係の役割や仕事の内容が書かれた係の紹介カードや、児童生徒

一人一人の特技や部活動等が記載された自己紹介カードを教室に掲示しておくと、

児童生徒が互いに協力を依頼しやすくなります。

〔児童生徒の主体的な取組の例）

・ 学習係による「まとめの問題と解説」の作成

・ レクレーション係による「クラス遊び」の企画・運営

・ 体育係による「早く走るコツ」に関する動画の作成・配信

○ 動画の作成・配信、コメント機能の活用
係の児童生徒が資料や動画を作成し、クラスに配信することができます。また、係以

外の児童生徒が、係の児童生徒に対して質問や感想を伝えることができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

児童生徒同士をつなぐための工夫

児童生徒の発想を大切にする関わり
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学習係が単元のまとめ問題を作成しました！ 

授業の中で、私たちが大切だと思うところを
問題にしましたので解いてみてください。 
提出してもらった解答は採点してお返しし

ます。分からないところは解説します！ 
 

○○さんの投稿 

問題１ 円の面積の公式を次の中から選びましょう。 
  
  ア 半径×円周率  イ 半径×２×円周率 
  ウ 直径×円周率  エ 半径×半径×円周率 
 

答え     
 

 
  
問題２ 
 次の図形の面積を求めましょう。 
 

式                

 

             答え    

    

問題３ 
 次の複合図形の面積を求めましょう。 

 



１ 概要

児童生徒が、季節等に応じて、自分たちの思いを込めた装飾や掲示物を作
成するだけでなく、それらの整理等も行います。また、担任等は日頃から児童

生徒が自分の行動の順序等が分かるよう物品や掲示物を配置します。

２ 教職員の働きかけ

① 児童生徒一人一人の状況に配慮しながら、児童生徒がわかりやすく、

使いやすいよう物品を配置し、また、必要な掲示物を掲示します。
② 児童生徒が作成した装飾や掲示物を掲示できる場所を確保します。

③ 学級（ホームルーム）委員長等が司会となって、児童生徒が季節等に応

じた装飾や掲示物の種類や内容、装飾、役割分担等について話し合う場
を設定します。

④ 児童生徒が装飾や掲示物を作成したり掲示したりする場を設定します。

⑤ 児童生徒が装飾や掲示物の整理整頓や入替えができるよう、時期や状
況に応じてクラス全体に投げかけます。

係の児童生徒等だけでなく、クラス全員が装飾や掲示物の作
成に参加できるようにするといいですね！
児童生徒が認め合い支え合える関係も教室環境の一つです。

装飾や掲示物の作成過程において、児童生徒が互いに協力し
合う場を設定しましょう。

私の教室は居心地がいい！

子どもたちが安心できる温かみのある教室にしてい
きたいんです！

子どもたちが掲示物の内容やデザインを考えて作成
する活動を実施してはどうですか？

帰属意識の高い学級づくり

居心地のよい環境づくりポイント３
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温かみのある友達との関係はもちろん、児童生徒が何をどのようにすればよいのか

が分かる環境は、児童生徒の安心感を高め、クラスに居心地のよさを感じるようになり

ます。掲示物や物品の配置、黒板の使い方等を工夫し、児童生徒にとってわかりやすい

環境を整備しましょう。

〔「わかりやすさ」を高める掲示の例〕

・ 前方にはクラスの目標や時間割等、必要最小限のものを掲示する。

・ 後方や側面（廊下側）に掲示する場合には、掲示物の名前（給食当番表、進路状況等）

を明示して掲示する。

・ 窓際やロッカーの上等に物品を配置する場合には、関連する道具等も同じ場所に配置する。

児童生徒にとってわかりやすい環境づくり

〔授業の中で「わかりやすさ」を高める視点〕

・ 全体の見通しを伝える

・ 指示は短く、明確に伝える

・ 言葉だけでなく、視覚的な手がかりも添える

※ 視覚的に配慮した板書の例
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１ 概要

児童生徒が、学校行事の目的や意義を踏まえ、クラスの目標等を設定し、
実行委員等を中心に計画的に準備を進めます。

２ 教職員の働きかけ
① 各学校行事の目的や意義等について説明し、担任等の思いを伝えます。

② 児童生徒が、学校行事の内容に応じた目標やスローガンについて話し

合う場を設定します。
③ 児童生徒が目標やスローガンを共有し、必要な係や役割分担、練習の計

画等について話し合う場を設定します。

④ 児童生徒が計画的に準備を進めることができるよう、準備や練習に必要
な時間や場所を確保します。

⑤ 学校行事後、行事の結果に関わらず、準備や練習での児童生徒の様子

等や、当日に至る過程を賞賛し、児童生徒が互いのよさやがんばりを認め
合う場を設定します。

実行委員等の児童生徒が中心になって話合いを進めるといい
ですね！
児童生徒一人一人がそれぞれのよさや持ち味を生かしながら

役割を担うことがクラスの団結につながることなどについて伝えま
しょう。

行事だ、みんなでがんばろう！

子どもたちが愛着や誇りを感じるクラスにしていきたい
んです！

学校行事に向けて、子どもたちが目標や計画を立て、
協力して準備を進める活動を実施してはどうですか？

帰属意識の高い学級づくり

感動体験の共有ポイント４
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学校行事の内容に応じて、児童生徒が、目標やスローガンを掲示するだけでなく、クラ

スの旗、ポスター、シンボルマークを作成して掲示するなど、学校行事に向けた教室の雰

囲気づくりを工夫しましょう。

実行委員等の児童生徒が話合いを進める際、児童生徒一人一人の思いを大切にし

ながら目標やスローガンを設定することができるよう、それぞれが考える時間、グループ

で話し合う時間、クラス全体で共有し話し合う時間等を確保するなど、話合いの方法に

ついて助言しましょう。

〔掲示物等の例〕

・ クラスの目標やスローガン ・ クラスの旗

・ クラスのシンボルマークやキャラクター ・ 児童生徒が作ったお守り（配布）

・ 児童生徒が作った応援歌（合唱や歌詞の掲示）

○ ホワイトボード機能やコメント機能の活用
・ タブレットのホワイトボード機能やコメント機能を活用して、児童生徒が友達のよさ

やがんばりを認め合う活動を実施することができます。

・ 児童生徒は、学級（ホームルーム）活動の時間以外にも、休み時間や放課後等にコ

メントを入力することができます。また、それぞれのコメントをクラスで共有することがで

きるため、児童生徒は、互いのよさやがんばり、準備から当日までクラス全体で取り組

んできたことを改めて実感することができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

目標等の設定に向けた話合いの工夫

教室の雰囲気づくり
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学業指導と道徳教育

道徳教育は、自己（人間として）の生き方を考え、主体的な判断の下に
行動し、自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道
徳性を養うことを目標にしており、児童生徒の人格のよりよい発達を目指
し、教育活動全体を通じて行われるものである点において、児童・生徒指
導と共通しています。
小学校（中学校）学習指導要領総則編（第６節）では、「特別活動にお

ける学級や学校生活における集団活動や体験的な活動は，日常生活に
おける道徳的な実践の指導を行う重要な機会と場」とされ、「集団活動を
通して身に付けたい道徳性」として、よりよい人間関係を形成し深めようと
する態度、自分たちできまりや約束をつくって守ろうとする態度、自己のよ
さや可能性を大切にして集団活動を行おうとする態度等が挙げられてい
ます。
また、高等学校学習指導要領総則編（第８章）では、「公共」、「倫理」

及び特別活動について、「中核的な指導の場面として重視し，道徳教育の
目標全体を踏まえた指導を行う必要がある」とされており、生徒指導提要
では、高等学校における道徳教育を通じて身に付けることが期待される態
度として、「主体性を持って様々な人々と協働して学ぶ態度を身に付けるこ
と」等が挙げられています。
コラム「学業指導と特別活動」（４０ページ）にも記載したように、学業

指導は、特別活動を主な指導・援助の場としています。また、上記の「集団
活動を通して身に付けたい道徳性」等に挙げられている態度の中には、
「学びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」の
取組を通じて期待される児童生徒の姿と共通するものがあります。そして、
教職員と児童生徒及び児童生徒相互のコミュニケーションを通した人間
的なふれあいの機会が重視される道徳科の授業の学習の過程は、教職
員が一人一人の児童生徒理解に基づき、児童生徒一人一人が、互いが
もつよさや可能性を集団の中で生かし合い伸ばし合って、集団として高め
ていくように働きかける学業指導の考え方と通じています。
このように、学業指導は、道徳性の育成を直接的なねらいとするもので

はありませんが、児童生徒が道徳性を身に付けていくための一つの方法
であると言えます。

コラム

Ｐ１８



指導の基盤づくり

① ルールの整備・明確化 ② 指導内容の共通理解
③ 計画的・継続的指導 ④ 家庭との連携

児童生徒が安全かつ安心して生活できる環境をつくることが大切です。
全教職員が、ルールやきまりの意義、指導内容を共有し、家庭と連携しながら指導

を行いましょう。

規範意識の高い学級づくり

ルールの意義の理解

① 教育活動全体を通じた指導 ② 特別活動等との関連を図った指導

児童生徒が互いの存在を尊重し合い、安心して生活できるよう、教育活動全体を
通して、ルールやきまりの意義について指導することが大切です。
学校行事や体験活動等の特別活動や、道徳教育との関連を図りながら意図的、

計画的に指導しましょう。

ルールの内在化

① 自主的にルールを守る態度の育成 ② 自らルールをつくる場の設定

児童生徒がルールやきまりの社会的意義を理解し、自主的に守ろうとする意識を
醸成することが大切です。
発達段階に応じて、児童生徒自らルールやきまりをつくる場の設定を工夫しましょ

う。

ルールの定着

① 生活や学習のきまり等を共有する場の設定
② きまり等の点検や見直しを図る場の設定機会の工夫

児童生徒自ら学級（ホームルーム）全体の規範意識を高めていくことができるよう、
ルールやきまりの定着を目指して指導することが大切です。
児童生徒が自ら設定したルールやきまりを共有し、点検や見直しを図る場の設定

を工夫しましょう。

〔ポイント４〕

〔ポイント１〕

〔ポイント２〕

〔ポイント３〕
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１ 概要

教職員、児童生徒、保護者が学校生活のルールやきまりの内容を共有し、
係の児童生徒が中心になってポスター等を作成し掲示します。

２ 教職員の働きかけ
① 年度初めの職員会議等において、学校生活のルールの内容や意義を

共有します。

② 始業式や保護者会等の機会を活用し、児童生徒や保護者に対して学
校生活のルールの内容や目的について説明します。

③ クラスの児童生徒に学校生活のルールの内容や目的を説明します。

④ クラスのきまりを作ることの必要性やその内容について話し合う場や、ク
ラス全員が学校生活のルールを意識して生活できるように掲示物を作成

することについて話し合う場を設定します。

⑤ 児童生徒の生活の様子を観察し、ルールやきまりを守って生活している
児童生徒を賞賛したり、ルールやきまりを再確認したりします。

学級（ホームルーム）委員長や生活委員等が中心になって話
合いを進めるといいですね！
児童生徒による話合いを実施することで、児童生徒は学校や

社会の様々なルールやきまりを自分たちのためのものとして意識
できるようになります。

私たちのためのルールです！

子どもたちが学校生活のルールやクラスのきまりを守
り、気持ちよく生活できるクラスにしていきたいんです！

先生方はもちろん、子どもたち、保護者が学校生活の
ルールやきまりの内容を理解する取組から始めましょう。

規範意識の高い学級づくり

指導の基盤づくりポイント１

Ｐ２０



学校行事や児童会・生徒会行事等は、児童生徒がルールやきまりの意義を理解し、

守ったことを実感できる機会です。特に校外で実施する行事は、社会のルールを理解す

る機会です。事前指導において、それぞれの行事の目的に沿って、ルールやきまりの意義

を具体的に説明し、実施後には、行事の中での児童生徒の様子について感想を伝えた

り、賞賛したりしましょう。

保護者が、学校生活のルールやきまりを理解し、家庭でも意識して声かけ等ができる

よう、学級通信等を通じて、その内容や児童生徒が作成した掲示物、児童生徒の生活の

様子等を積極的に発信しましょう。

〔「クラスのきまり」の保護者への周知の例（学級通信）〕

学級通信等を通じた保護者との連携

学校行事等の事前指導の活用
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１ 概要

児童生徒が、縦割り班の全員が楽しめる活動を企画します。活動の中で、
児童生徒は下級生に活動のルールを説明し、一緒に活動します。

２ 教職員の働きかけ
① 児童生徒が縦割り班活動の内容や必要な係、下級生への説明方法等

について話し合う場を設定します。

② 下級生でも安全に楽しく参加できる内容にすること、下級生にとってわ
かりやすい説明内容や方法等について助言します。

③ 活動の中で下級生を励ましたり、賞賛したりすること、そのための言葉や

声かけの方法等について助言します。
④ 児童生徒が、下級生の様子を踏まえ、上級生として下級生のことを考え

ながら説明や援助をしたり、一緒に活動したりすることができたことなどに

ついて賞賛します。

上級生が下級生に関わる場だけでなく、下級生が上級生と関
わる場を設定することも大切ですね！
下級生が上級生に手紙やメッセージを通じて感謝の気持ち等

を伝えることで、上級生も下級生もルールやきまりを守ることをさ
らに意識し、自覚を持って行動するようになります。

上級生としてがんばりました！

子どもたちがお互いに思いやって生活するクラスにし
ていきたいんです！

子どもたちが下級生にルールやきまりを説明し、手本
になって活動する場を設定してはどうですか？

規範意識の高い学級づくり

ルールの意義の理解ポイント２
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上級生が、下級生のための学年段階に応じた役割の設定について話し合う場を設定

しましょう。活動の中で、上級生が、下級生がうまくできたことを賞賛したり、うまくできな

いことを手伝ったりすることで温かみのある関係が生まれるだけでなく、互いに自己有用

感が高まります。

〔下級生の役割の例〕

・ レクレーション等における制限時間の計測

・ 点数を競い合う活動における点数の表示

・ 清掃活動に必要な道具等の準備や片付け等

○ プレゼンテーションソフトの活用
企画・運営を担当する上級生が、動画やイラストを用いてスライドを作成することがで

きます。下級生は、活動の内容、ルールやきまりを視覚的にも理解し、楽しく活動に参加

することができます。

〔縦割り班ウォークラリーの説明〕

ＩＣＴ機器を活用した活動例

下級生の役割の設定

スライドを見せながら活動の流れを
説明します。

動画を見せながら、担当する
ゲームの運営の仕方を説明します。
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１ 概要

児童生徒が、日頃のクラスでの生活を振り返り、よりよいクラスにしていくた
めのきまりについて話合い、クラス全体で共有します。

２ 教職員の働きかけ
① クラスの目標を確認するなどして、現在のクラスが、児童生徒が目標と

しているクラスの姿になっているかどうかについて問いかけます。

② 児童生徒が日常生活を振り返り、クラスの中で困っていることや改善し
たいことなどについて話し合う場を設定します。

③ クラスの問題点を共有し、その解決に必要なきまりの内容、クラス全員

がきまりを守るようになるための方法等について話し合う場を設定します。
④ 児童生徒一人一人がきまりの内容を意識して生活できるよう、係の生

徒等が掲示物を作成したり、朝の会や帰りの会（ショートホームルーム）等

の時間にクラスへ呼びかけたりする場を設定します。

クラスの問題点の内容に関係する係の児童生徒が話合いの
司会を務めることもできますね！
係の児童生徒が中心となって話合いを進めることで、児童生

徒一人一人がきまりを守るようになるだけでなく、係の児童生徒
自身が主体的に活動するようになります。

みんなのために気をつけよう！

子どもたちがルールやきまりの大切さを理解して、自
主的にルールを守るクラスにしたいんです！

子どもたちが、クラスでの生活の問題点を考え、子ど
もたち自身できまりを作る活動をしてはどうですか？

規範意識の高い学級づくり

ルールの内在化ポイント３
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・ 児童生徒がクラスの問題点について話し合う場面では、児童生徒が問題点の原

因を探るのではなく、困っている友達のためにクラスとしてできることを考えることが

できるよう、教師が関わることが大切です。なお、話合い等を通じて、特定の児童生徒

の行動により困っている児童生徒の存在を把握した場合には、教師が聴き取り等を

通じて状況を把握し指導します。

・ クラスのきまりが設定されると、クラス全員がきまりを守ることを優先する雰囲気が

生まれることがあります。教師は、日頃からクラス全員が意識できる内容にすること、

結果としてよりよいクラスに変わっていくことが大切であることなどについて助言する

など、児童生徒一人一人の状況に配慮して取組を進めることが大切です。

〔教師の言葉かけの例〕

・ この話合いは、クラスの問題点を誰かのせいにするためのものではありません。みんな

でできることを考えるためのものです。

・ クラス全員がきまりを守ることは大切です。しかし、一人一人がきまりを意識して生活す

ることで、よりよいクラスになること、困っている友達が困らなくなることの方が大切です。

・ みんなが毎日意識して生活できるきまりになっていますか？

○ ホワイトボード機能やコメント機能の活用
話合いを実施する前に、ホワイトボード機能やコメント機能を活用して、それぞれの

児童生徒がクラスの問題点を回答することができます。また、教師がそれぞれの回答

を集約することができます。友達の前では話しにくい場合も考えられますので、無記名

で回答する方法も考えられます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

児童生徒一人一人の状況に配慮した話合いの工夫
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１ 概要

児童生徒が、クラスのきまりを守ることができたかどうか自己点検し、自己
点検の結果を踏まえ、問題点の解決に向けた取組について話し合います。

２ 教職員の働きかけ
① 学期末の時期等に、クラス目標等を踏まえ、児童生徒の成長の様子や、

児童生徒に期待することなどについて思いを伝えます。

② 児童生徒がクラスの状況やクラスのきまりが守られていたかどうか、クラ
スのきまりによる効果等について話し合う機会を設定します。

③ 話合いの結果を踏まえ、クラスのきまりを変更することや、新しいきまりを

作ること、その内容等について場を設定します。
④ 児童生徒一人一人がきまりの内容を意識して生活できるよう、係の児

童生徒等が掲示物を作成する機会や、朝の会や帰りの会（ショートホーム

ルーム）等の時間にクラスに呼びかける場を設定します。
⑤ 次の学期末の時期等に、①から④の取組を進めます。

児童生徒がクラスのきまりを設定するだけではなく、きまりの効
果を確かめることで、きまりがより実効的なものになりますね！
このようなPDCAサイクルで進める活動は、クラス全体の取組だ

けではなく、児童生徒一人一人が設定した学習等に関する目標に
対する取組状況等を確認する場合にも応用できます。

もっといいクラスにしていこう！

子どもたちがよりよいクラスを目指して、自ら問題点
を解決していこうとするクラスにしていきたいんです！

子どもたち自身がクラスの状況やきまりが守られてい
るかどうかを点検する活動を実施してはどうですか？

規範意識の高い学級づくり

ルールの定着ポイント４
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学級（ホームルーム）活動や授業の中では、児童生徒が自分の行動や取組を振り返

り、数値や文章で自己評価を行い、ワークシート等を提出する機会があります。そして、

教師がワークシート等に記載するコメント（評価）は、児童生徒の行動や取組について

改善点を伝えたり成長を促したりするものであるため、児童生徒が成長していくために

重要な意味を持つものです。これは、学級日誌や生活ノート等も同様です。教師の具体

的なコメント（評価）は、児童生徒の成長につながるほか、児童生徒の自己存在感の感

受につながりますので、日頃から児童生徒の様子の観察や休み時間等の対話等を通

じて、児童生徒一人一人のよさの把握に努めましょう。

〔振り返りを活用した関わりの留意点〕

・ ワークシート等に教職員のコメント（評価）を具体的に記載し、必ず返却する。

・ 児童生徒一人一人の行動や取組のよいところに着目してコメント（評価）する。

・ 児童生徒自身が課題として捉えていることや再度の失敗等を予防すべきことについては、

問題点に着目してコメント（評価）する。

・ 教職員のコメント（評価）が児童生徒の成長につながることを意識し記載内容を検討する。

児童生徒の振り返りを活用した関わりの工夫

○ チャット機能やコメント機能の活用
チャット機能等を活用し、児童生徒の振り返りや日頃の行動や取組等に対してコメン

ト（評価）することができます。児童生徒とのやりとり等が残るため、児童生徒は日頃か

ら教職員のコメント（評価）を意識して行動することができます。また、教職員も児童生

徒一人一人との関わりの経過を確認することができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

Ｐ２７



学業指導と人権教育

本県が学校における人権教育の具体的な指導の考え方として示してい

る「三指導」（基底的指導、直接的指導、間接的指導）の内、基底的指導

は、児童生徒が相手の立場に立って物事を考え、行動したり、温かい思い

やりに満ちた人間関係を築いたりする力等を育てるために、授業を含め教

育活動全体を通じて行う指導です。また、基底的指導を充実させるために

は、児童生徒一人一人が認められていることを実感できるよう、教職員に

は、児童生徒一人一人の大切さを強く自覚し人権を尊重する姿勢が求め

られます。

このことは、教職員が日頃から児童生徒一人一人への理解を深め、信

頼関係を構築するなどしながら、日々の授業を含めた学級（ホームルー

ム）における活動等を通じて指導・援助を行うという学業指導の考え方に

共通しています。

学業指導と人権教育は、ともに、全ての教育活動において、友達や教職

員、地域の人々など多様な他者との関わりを通じて行われます。教職員が

人権尊重の理念を十分に認識し、児童生徒の人権意識の高揚を図る視

点をもって学業指導の取組を進めていくことで、児童生徒一人一人が、互

いの人権が尊重された雰囲気の中で、それぞれのよさや可能性を発揮し

ながら生活し、学習に意欲的に取り組むようになります。

コラム
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学業指導といじめの問題

いじめの問題への対応においては、教職員一人一人が児童生徒の些

細な変化を見逃さず、いじめを早期に発見し、組織的に対応するとともに、

日頃からいじめが起きにくい環境づくりを進めていくことが大切です。また、

生徒指導提要（令和４（２０２２）年１２月）では、「いじめを生まない環境

づくりを進め、児童生徒一人一人がいじめをしない態度・能力を身に付け

るように働きかけることが求められます」、「『全ての児童生徒にとって安全

で安心な学校づくり・学級づくり』を目指すことも、いじめ防止につながる

発達支持的生徒指導と捉えることができます」とされています。

日頃から学級（ホームルーム）に児童生徒が互いを思いやる雰囲気が

あれば、悪口や無視、嫌がらせ等が起きる可能性は低くなります。したがっ

て、いじめが起きにくい環境をつくるためには、全ての教職員が、全ての教

育活動を通じて、児童生徒が互いのよさや違いを認め合い、共感的な人

間関係を築くことができるよう意図的な取組を実施することが大切です。

これは、「学びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業

づくり」を通じた指導・援助と重なります。学業指導を意図的・計画的に進

めていくことで、結果として、いじめだけでなく、暴力行為、不登校等、児

童・生徒指導上の諸課題の未然防止につながる可能性があります。

コラム
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※ いじめ対応の重層的支援構造

（「生徒指導提要」 令和４（２０２２）年１２月 文部科学省）
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目標の共有

① 目的意識の明確化 ② 意見や思いの共有

児童生徒が互いの思いを大切にしながら生活できるよう、児童生徒の思いや担任
の願いを踏まえて学級（ホームルーム）の目標を設定することが大切です。
児童生徒の意見や思いを引き出すことができるよう、目標設定に向けた話合いを

工夫しましょう。

互いに高め合える学級づくり

自発的・自治的な活動

① 話合い活動の充実 ② 主体的な活動の工夫

児童生徒が協力し合って学校生活をよりよいものにしていくための働きかけが大
切です。
児童生徒が話し合い、決定し、協力して活動する場の設定を工夫しましょう。

よさや可能性の発揮

① 自他のよさの認識 ② 活躍の場の確保

児童生徒が自他の存在の大きさを意識できるようになるための働きかけが大切
です。
互いのよさを認め合ったり、得意なことを発表し合ったり、賞賛し合ったりする場の

設定を工夫しましょう。

活動の活性化

① 活動の場と内容の充実 ② 個々の願いの実現

児童生徒が互いの主体性や意欲を高め合えるようになるための働きかけが大切
です。
一人一人の児童生徒が達成感や自己有用感を感じられる活動の場の設定を工

夫しましょう。

〔ポイント４〕

〔ポイント１〕

〔ポイント２〕

〔ポイント３〕
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１ 概要

児童生徒が、話合いを通じて、教職員の願いや友達の思いを大切にしなが
らクラス目標をまとめていきます。

２ 教職員の働きかけ
① 年度初め等の時期に、担任等が児童生徒に期待することなどについて

願いや思いを伝えます。

② 児童生徒一人一人が、それぞれの思いを込めてクラス目標やキーワー
ド等を考える場を設定します。

③ 学級（ホームルーム）委員長等が司会となって、それぞれの考えをクラス

全体で共有し、話合いを通じて一つの目標にまとめていく場を設定します。
④ 児童生徒が話合いを通じてクラス目標を設定したことを賞賛するととも

に、児童生徒がクラス目標に向かって成長していくことへの期待や励まし

を伝えます。

児童生徒がクラスの状況を踏まえて自分の願いや思いを考え、
それがクラス目標として表れるといいですね！
クラス目標を設定する時期を年度初めの時期に限定せず、例

えば新１年生は学校生活に慣れてきた時期に話合いを実施する
ことも考えられます。

みんなの思いをひとつにしよう！

子どもたちが互いの思いを大切にして、みんなで目
標に向かって進んでいくクラスにしていきたいんです！

子どもたちが互いの意見や思いを引き出しながらク
ラス目標を設定する活動を実施してはどうですか？

互いに高め合える学級づくり

目標の共有ポイント１
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クラス目標がクラス全体で目指したい姿として浸透し、児童生徒の帰属意識の向上に

つながるよう、係の児童生徒等がクラス目標の掲示物を作成するほか、クラスカラーやシ

ンボルマーク等についても検討するなど工夫しましょう。

児童生徒一人一人の願いや思いが込められたクラス目標は、児童生徒の帰属意識を

高めます。それぞれの児童生徒の考えを引き出し、クラス全体で共有する場を設定する

など話合いの方法等を工夫しましょう。

〔KJ法を用いた活動の例〕

・ それぞれの児童生徒が、クラス目標や関連するキーワード等を付せんに記載し、

模造紙等に貼り付けていきます。

・ 学級（ホームルーム）委員長等が、付せんの記載内容を分類して貼り付け、内容

ごとに見出しをつけて整理します。

・ 児童生徒は、分類された内容を踏まえてクラス全体で目指したいことについてグ

ループで話し合い、その結果を発表します。

・ 学級（ホームルーム）委員長等は、各グループの意見や分類された内容のバラン

スに配慮しながら、クラス目標として一つにまとめていきます。

○ ホワイトボード機能の活用

ホワイトボード機能を活用し、KJ法を用いたグループやクラス全体での話合い等を実

施することができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

児童生徒一人一人の願いや思いを引き出す工夫

クラス目標が児童生徒に浸透していくための工夫
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１ 概要

児童生徒が、係活動の振り返りを行い、クラス全員でよりよいクラスにして
いくための方法等を互いに提案し合ったり、より効果的な方法について助言し

合ったりします。

２ 教職員の働きかけ

① 学期末の時期等に、振り返りシート等を用いて、係ごとにがんばったこと

やもっとがんばりたいことなどを話合い、発表する場を設定します。
② 児童生徒が互いのがんばりを認める言葉や、よりよいクラスにしていく

ための提案や助言をワークシート等に記載し、事前に割り振られた係の児

童生徒に対してワークシート等を手渡す場を設定します。
③ 係ごとに、友達から受け取ったワークシート等の内容を踏まえ、今後の

取組について話合い、友達への感謝の気持ちを表しながら今後の取組を

発表する場を設定します。
④ 児童生徒が互いの役割やがんばりを認めるだけでなく、クラス全体でよ

りよいクラスにしていくための方法等を考えたことを賞賛します。

児童生徒が互いの立場を尊重しながら提案や助言ができるよ
う、活動の前に教師が各係のがんばっていたことなどを具体的に
伝えておくといいです！
児童生徒が「よりよいクラスにする」視点から提案や助言ができ

るよう、友達への伝え方等も説明しましょう。

みんな、いつもありがとう！

子どもたちが互いの役割に関心をもって、クラスをよ
りよくしていこうとするクラスにしていきたいんです！

子どもたちが係活動について互いに感謝の気持ちを
伝え合う場を設定してはどうですか？

互いに高め合える学級づくり

自発的・自治的な活動ポイント２
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児童生徒が友達からの提案や助言を踏まえて、今後がんばっていきたいことなどを検

討する方法のほか、児童生徒がアンケート調査を実施し、クラスの実態を把握したり、ク

ラス全員から提案や助言を得たりして、今後の取組を考えていく方法もあります。係以外

のクラス全員との交流を通じた活動は、クラス全員でよりよいクラスにしていこうとする雰

囲気づくりにつながります。

○ アンケート機能の活用

係の児童生徒がアンケート項目を考え、クラス全員の意見、提案や助言を得ることが

できます。また、アンケートの結果をグラフ等で示すことで、児童生徒はクラスの実態等を

客観的に受け止めることができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

クラスの実態に即した係活動になるための工夫
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１ 概要

児童生徒が自己紹介カードを活用し、互いのよさや、学校生活の中で互い
のよさを生かすことができる場面を伝え合います。

２ 教職員の働きかけ
① 年度初めに作成した自己紹介カードを児童生徒に返却します。

② 児童生徒一人一人が学校生活を振り返り、自分のよさについて改めて

考え、また、これまでの友達との関わりを踏まえ、友達のよさを考える場を
設定します。

③ 児童生徒が友達一人一人のよさをカードや付せんに記載し、友達に手

渡したり、机に貼り付けたりする場を設定します。
④ グループの中で、友達に認められた自分のよさを発表し合い、また、学

校生活の中で互いのよさを生かすことができる場面等について伝え合う

場を設定します。
⑤ 児童生徒が、自分のよさ、友達に自分のよさを活用してほしい場面を自

己紹介カードに書き加え、発表する場を設定します。

児童生徒が互いに友達のよさを具体的に伝えることは、互いの
自己存在感や自己有用感を高めることにつながりますね！
児童生徒が友達との関わりの中で感じたこと、友達に言われて

うれしかったこと、してもらって助かったことなどを具体的に話しな
がら、友達のよさを伝えることを説明しましょう。

いいところ、たくさんあるよ！

子どもたちが互いのよさを伝え合い、生かし合って生
活するクラスになってほしいんです！

子どもたちが友達のよさを認め、クラスのために互い
に生かす場面を考える活動を実施してはどうですか？

互いに高め合える学級づくり

よさや可能性の発揮ポイント３
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児童生徒がありのままの自分を肯定的に捉え、また、友達のよさ等を素直に認めるこ

とができるよう、教職員も活動に参加しましょう。教職員が手本となり、児童生徒が認め

たよさや持ち味を発表したり、その感想を述べたりすることで、児童生徒は安心して活動

に参加できるようになります。

○ ホワイトボード機能やコメント機能の活用
カードや付せんの代わりに、ホワイトボード機能やコメント機能を活用することができ

ます。また、児童生徒が、学校行事等に向けて、クラスのために活用してほしい自分のよ

さや持ち味を投稿することもできます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

教職員の参加
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１ 概要

児童生徒が、自分の様々な目標をワークシートに記載して発表し、応援メッ
セージや感謝の気持ちを互いに伝え合います。

２ 教職員の働きかけ
① 児童生徒が、学校生活に限らず、学習、生活、部活動、特技等に関する

自分の目標をワークシートに記載し、発表する場を設定します。

② 児童生徒が、随時目標達成に向けた取組状況等を記載できるよう、そ
れぞれのワークシートを児童生徒が記載しやすい位置に掲示します。

③ 児童生徒が休み時間等に友達のワークシートに応援メッセージを記載

したり、メッセージを記載した付せんを貼り付けたりすることを説明します。
④ 学期末の時期等に、児童生徒がそれぞれの目標の達成状況や応援メッ

セージへの感謝の気持ちを伝え合う場を設定します。

⑤ 児童生徒一人一人が目標に向かってがんばっていることや互いに応援
し合っていることなどを賞賛します。

学校以外の場での活動やがんばり等、学校生活では気が付か
なかった友達のよさを知る機会にもなりますね！
児童生徒が様々な目標を発表し合い、応援し合うことで、自己存

在感や目標達成に向けた意欲が高まります。

お互いにがんばっていこう！

子どもたちが目標に向かって努力していることを互い
に応援し合うクラスになってほしいんです！

子どもたちが互いの目標や応援する気持ちを伝え合
う活動を実施してはどうですか？

互いに高め合える学級づくり

活動の活性化ポイント４
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児童生徒がワークシートに応援メッセージを記載したり付せんを貼り付けたりするほか、

「がんばっている友達」等のテーマでスピーチ活動を実施することで、友達の目標達成

に向けたがんばりを紹介し、応援する気持ちを伝えることができます。また、「毎日努力し

ていること」等のテーマで実施することで、児童生徒が目標達成に向けた取組状況等を

説明することができます。

○ コメント機能の活用
児童生徒が目標の達成状況や達成に向けた取組状況を投稿することができ、その投

稿を見た児童生徒も応援メッセージを投稿することができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

スピーチ活動の活用
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学業指導と特別活動

「なすことによって学ぶ」を方法原理とし、集団活動を基盤とする特別

活動は、児童生徒が学校における様々な集団活動や体験的な活動に自

主的、実践的に取り組むことを通じて、「人間関係形成」や「社会参画」、

「自己実現」に寄与することを目的としており、学級（ホームルーム）や学

校での様々な集団づくりに大きく関わっています。

学業指導は、特別活動も主な指導・援助の場としています。学級（ホー

ムルーム）における活動等において、教職員が意図的・計画的な働きかけ

を行うことで、児童生徒は学級（ホームルーム）への所属感・連帯感を感じ、

互いに尊重し合いながら安心して生活でき、また、学習にも意欲的に取り

組むようになります。

なお、中学校（高等学校）学習指導要領解説特別活動編（第２章第２

節１）には、このことについて、「こうした指導について生徒指導の観点か

らは、学業指導と呼び、学級（ホームルーム）において学びに向かう集団づ

くりを行うことが重要である」という趣旨の記載があり、学業指導と特別活

動が密接に関係していることを示しています。

コラム

Ｐ４０



３ 学業指導の視点とポイント及び取組事例

ｰ 子どもが意欲的に取り組む授業づくり ｰ
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４ 満足感・達成感を味わう場の設定

３ 挑戦する場の設定

２ 自己選択・自己決定の場の設定

１ 活躍できる場の設定

４ 評価や振り返りの工夫

３ 話合いの工夫

２ 協働で学ぶ場の設定

１ 安心して発言できる雰囲気づくり

４ 個に応じた対応の見直し

３ 組織的な対応

２ 個に応じた対応

１ 個別の状況の把握

視 点 ポ イ ン ト
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確かな学力の育成は、児童生徒の自己実現(社会的自立)に欠かせない
ものです。そのため、教職員が、一人一人の児童生徒にとって「わかる授業」
を目指し、日々の授業改善に努めるとともに、児童生徒が学習活動に意欲的
に取り組めるよう指導・援助することが必要です。

子どもが意欲的に取り組む授業づくり

視点１ 自信をもたせる授業とは

児童生徒が「できた」「分かった」という喜びや達成感を味わえる授業です。

このような授業では…

児童生徒は、自ら課題を見つけ、自主的かつ主体的に学習活動に取り組んで

います。

視点２ コミュニケーション能力を育む授業とは

児童生徒が協働で学ぶ「学び合い」がある授業です。

このような授業では…

児童生徒は、自分の考えを分かりやすく伝えようとするとともに、相手の思いや考え

を理解し尊重して、互いの考えを広げたり深めたりしています。

視点３ 一人一人の実態に配慮した授業とは

児童生徒が、それぞれの能力や適性、特性に応じて、意欲的に取り組むことが

できる授業です。

このような授業では…

児童生徒は、温かい人間関係や学びやすい環境の中で、学習に対する意欲が向上

し、授業に楽しさを感じています。

Ｐ４２

視点１ 自信をもたせる授業とは

児童生徒が「できた」「分かった」という喜びや達成感を味わえる授業です。

視点２ コミュニケーション能力を育む授業とは

児童生徒が協働で学ぶ「学び合い」がある授業です。

視点３ 一人一人の実態に配慮した授業とは

児童生徒が、それぞれの能力や適性、特性に応じて、意欲的に取り組むこと

ができる授業です。



活躍できる場の設定

① 発言や発表の場の設定 ② 役割を果たす場の設定

児童生徒がそれぞれのよさや可能性を発揮する場を設定することが大切です。
発言の取り上げ方を工夫し、一人一人の意見を授業に役立てたり、活動の中で役

割を果たすことができる場を設定したりするなど、一人一人を生かした取組を工夫し
ましょう。

自信をもたせる授業づくり

自己選択・自己決定の場の設定

① 学習内容や活動の流れの明確化 ② 選択・決定する場面の設定

児童生徒が自分で考え、選択したり決定したりする場を設定することが大切です。
学習内容や活動の流れを明確にし、児童生徒が学習方法等を選択・決定する場

面を工夫しましょう。

挑戦する場の設定

① 意欲を喚起する工夫 ② 試行錯誤する場の設定

児童生徒が、最後まで粘り強く取り組む場を設定することが大切です。
児童生徒が関心や意欲をもって難解な問題に挑戦するなど、試行錯誤の経験の

場を工夫しましょう。

満足感・達成感を味わう場の設定

① 取組の過程や結果を認める場の工夫
② 互いのよさを理解し合う場の工夫

児童生徒が分かる喜びを感じ、達成感を味わうことができる場を設定することが
大切です。
児童生徒同士が互いのよさを理解し合う場や、取組の過程や結果を具体的に認

める場を工夫しましょう。

Ｐ４３

自己選択・自己決定の場の設定

① 学習内容や活動の流れの明確化 ② 選択・決定する場面の設定

〔ポイント２〕

〔ポイント１〕 活躍できる場の設定

① 発言や発表の場の設定 ② 役割を果たす場の設定

〔ポイント４〕 満足感・達成感を味わう場の設定

① 取組の過程や結果を認める場の工夫
② 互いのよさを理解し合う場の工夫

〔ポイント３〕 挑戦する場の設定

① 意欲を喚起する工夫 ② 試行錯誤する場の設定



１ 概要
児童生徒が、互いのよさを理解した上で、グループでの学習活動における

役割分担について話し合い、互いに協力し合って活動を進めます。

２ 教職員の働きかけ
① 授業のねらいを踏まえ、グループ活動の内容や必要な役割（進行係、情
報収集係、発表資料作成係、発表係、質問係等）について検討します。
② グループ活動を始める前に、活動の内容やそれぞれの役割の内容、人
数等について具体的に説明します。
③ グループの中で、児童生徒が活動のテーマや役割分担について話し合
う場を設定します。その際、児童生徒が互いのよさを理解し、互いによさを
発揮し合うことができるよう役割を分担すること、それぞれが役割を果たす
ことができるように互いに協力し合うことを伝えます。
④ 児童生徒が自分のよさや可能性を広げることができるよう、次回のグル
ープ活動では、前回の活動後の児童生徒の振り返りの内容等に配慮しな
がら、前回と異なる役割を果たすことなどについて伝え、児童生徒が役割
分担について話し合う場を設定します。
⑤ グループの話合いの状況を観察し、必要に応じて、話合いに参加し、そ
れぞれの児童生徒のよさを紹介します。

１人で役割を担当することに不安を感じる児童生徒がいる場合
には、２人以上で担当する役割を設定することも必要ですね！
互いに不安を共有し、協力し合って学習に取り組む場を設定す

ることは、共感的な人間関係を育むことにつながります。

子どもたち一人一人が自分のよさを発揮できる授業
がしたいんです！

お互いにがんばっていこう！

子どもたちがグループの中で役割を果たしながら学
習する活動を実施してはどうですか？

自信をもたせる授業づくり

活躍できる場の設定ポイント１

Ｐ４４



授業の中で児童生徒が自分のよさや可能性を発揮するためには、児童生徒が発言し

やすい雰囲気を作ることが大切です。日頃から、振り返りシート等の記載内容や机間指

導の中での対話を通じて児童生徒のつぶやきを把握することや、児童生徒の発言をクラ

スで共有するなどして授業に役立てることなどを意識しましょう。また、授業中以外の場

面においても、ノート等へのコメントや休み時間等の声かけを通じて、授業中の児童生徒

の取組について賞賛したり励ましたりしましょう。

〔児童生徒のつぶやきや発言を生かす対話等の例〕

１ 児童生徒の発言の内容に関わらず、発言そのものを認め、肯定的に取り上げる。

・ 「なるほど、○○さんは、そのように考えたんだね。みんなはどう考えたかな？」

・ 「いいところに着目したね。先生は思いつかなかったよ。みんなはどうかな？」

２ ノートの記載を生かすことで発言に変え、他の児童生徒と共有する。

・ 「○○さんは、ノートに・・・と書いていますね。○○さんの考えと同じ考えの人はいますか？

○○さんの考えに付け加えてくれる人はいますか？」

３ 児童生徒のがんばりを具体的に伝える。

・ 「○○さん、質問ありがとう。疑問に思ったことを質問できることはすばらしいです。」

・ 「○○さんは、友達の意見をしっかりとノートにメモしているんですね。」

○ 動画の作成・配信、コメント機能の活用
グループの中で役割分担について話し合う場合に、タブレットを活用し、年度初めに保

存した自己PR等を確認することで、互いの得意分野等を踏まえながら役割分担を決め

たり、互いに自分の得意分野等について改めて伝え合ったりすることができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

児童生徒一人一人のよさを引き出す工夫

英語のスライドを作ろう

・英語での文章を考える担当

・スライドにまとめる担当

分担

Ｐ４５



１ 概要
児童生徒が自分の考え等をまとめて説明や発表をするために、自分で選

択した学習方法や説明方法等に沿って準備を進め、発表します。

２ 教職員の働きかけ
① 児童生徒が前回の授業までに身に付けた様々な知識を活用し、自分の
考えや調べたことなどを説明・発表できるよう、児童生徒一人一人または
グループでの説明・発表のテーマ、考えをまとめるための方法（道具や器
具、場所、調べ学習の方法等）、説明や発表の方法（模造紙、実物、写真
や動画等の活用）等について検討し、複数の方法を用意します。
② 児童生徒がそれぞれの興味・関心を踏まえて考えをまとめ、説明や発表
の方法等について考えたり、話し合ったりする場を設定します。その際、自
分の考えをまとめるための方法、説明や発表の方法を選んだ理由も考え
ることを伝えます。
③ 児童生徒が自分で選んだ方法で考えをまとめ、説明や発表に向けて準
備をする時間を十分に確保します。
④ 児童生徒が互いのよさや考えの違い等に気が付くことができるよう、児
童生徒が互いに説明し合ったり、質問し合ったりする場を設定します。

児童生徒一人一人の状況に配慮し、様々な興味・関心や到達
度等に応じて様々な方法を用意しておくといいですね！
児童生徒が自分で考えたことを自分で説明し、それを互いに認

め合う場を設定することは、学習への自信につながります。

子どもたちが自分で考えたことを友達に自分で説明
できる授業がしたいんです。

自分で考えて説明できました！

子どもたちが友達に伝えたい内容や方法を自分で
考える活動を実施してはどうですか？

自信をもたせる授業づくり

自己選択・自己決定の場の設定ポイント２

Ｐ４６



児童生徒の「～をもっと知りたい」、「～ができるようになりたい」という思いを引き出す

ためには、授業の内容の定着を図ることに加え、児童生徒が自分の思いを実現すること

につながる学習方法や学習の流れ等を提示し、児童生徒が自ら選択し決定できる場を

設定することが大切です。児童生徒の状況や到達度、興味関心はそれぞれ異なるため、

児童生徒が自分で考え判断する過程を大切にし、活動に自由度を持たせましょう。

授業の中で児童生徒の自己選択・自己決定の場を設定し、指導・援助していくことは、

「自己指導能力」の獲得を支えていくことに深く関連しています。

※ 自己指導能力（生徒指導提要）

「児童生徒が、深い自己理解に基づき、『何をしたいのか』、『何をするべきか』、主体的に

問題や課題を発見し、自己の目標を選択・設定して、この目標の達成のため、自発的、自律

的、かつ、他者の主体性を尊重しながら、自らの行動を決断し、実行する力」

〔授業の中で自己選択・自己決定の場を設定するための主な留意点〕

・ 児童生徒の到達度に応じて、幅広く課題を設定する。

・ 児童生徒が自分の到達度を踏まえ、自ら課題を設定したり、課題を選択したりする場を設定

する。

・ 児童生徒が自分の課題を達成するための学習（実験、練習、調査等）の方法、場、道具・器

具等を複数用意する。

・ 児童生徒が自分の課題を達成するための学習（実験、練習、調査等）の方法等を自分で考

え選択し、工夫しながら学習する時間を確保する。

・ 児童生徒同士が互いの課題や学習方法等について伝え合ったり助言し合ったりするなどし

て、自分の考えを整理し、必要に応じて新たな方法等を選択し改善につなげていくための時間

を確保する。

・ 児童生徒の学習状況に応じて、効果的な方法等について助言する。

主体的な学びを引き出す自己選択・自己決定の工夫
Ｐ４７



１ 概要

児童生徒がグループでの発表の事前練習として、互いに「なぜ？」などと質

問し合い、練習を積み重ねます。また、クラス全体での発表においても、各グル

ープからの「なぜ？」などの質問に対応します。

２ 教職員の働きかけ

① 児童生徒が前回の授業までに身に付けた様々な知識を活用し、グルー

プごとにテーマに沿って調べたことについて発表する活動の中で、発表の
事前練習としてペアになって互いに発表し合う場を設定します。

② 事前練習のルールとして、発表したグループに対して「なぜ？」などと質

問すること、質問に答えることができなかった場合には質問に答えることが
できるようにグループで話し合った上でもう一度発表することを伝えます。

③ グループごとに、クラス全体に向けて発表する場を設定します。また、ル

ールとして、グループごとに「なぜ？」などと質問することを伝えます。
④ 全てのグループの発表後、互いに発表を聞いて分かったことやがんばっ

ていたことなどを伝え合う場を設定します。

児童生徒が、課題を解決するために自分で考え、友達と協力し
合いながら試行錯誤していく過程を大切にしましょう！
友達と協力し合って困難な場面を乗り切ることは、友達のよさを

発見したり人間関係を深めていくことにもつながります。

子どもたちが自分で考えたことを友達に自分で説明
できる授業がしたいんです！

友達と何度も考えました！

子どもたちが対話を通じて自分の考えを深めていく
活動を実施してはどうですか？

自信をもたせる授業づくり

挑戦する場の設定ポイント３

Ｐ４８



○ プレゼンテーションソフト、コメント機能の活用

プレゼンテーションソフトを活用し、課題の解決のための学習方法等について発表し

たり、コメント機能を活用して質問したりすることで、タブレット上でも互いの考えを共有

したり、助言し合ったりすることができます。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

児童生徒が粘り強く学習に取り組むようになることをねらいとした場の設定として、児

童生徒の到達度よりも高い教材等に取り組む場に加え、児童生徒が答えが一つとは限

らない課題（テーマ）について互いに発表や質問をし合う場を設定することが考えられま

す。答えが一つとは限らない課題（テーマ）を設定することで、児童生徒が様々な考えを

持ち、また、互いの考えに対して疑問を持つようになります。また、互いに「なぜ？」などと

質問することをルールとすることで、児童生徒は互いに自分の課題を解決すると同時に、

友達の質問に答えたいと思うようになります。その結果、児童生徒は、他のグループに説

明できなかったことや友達の質問に答えられなかったことなどを経験したり、グループの

友達と協力しながら、これまで身に付けた知識や調べたことなどを繰り返し振り返ったり

するなどしていきます。教職員は、授業のねらいとの関連を意識しながら、児童生徒の

様々な考えや疑問が生まれる課題（テーマ）設定を工夫するとともに、児童生徒が互い

のよさを認め合いながら課題を解決できるよう働きかけていくことが大切です。

〔児童生徒が互いに試行錯誤を引き出す質問等の例〕

○ なぜそのように考えたのですか？

○ 他にも理由があると思います。どうですか？

○ もっといい方法があると思いますが、なぜその方法を選んだのですか？

○ 他の・・・でも同じ傾向がありますか？

○ その考えは初めて知りました。詳しく教えてください。

児童生徒の試行錯誤を引き出す場の設定等の工夫

Ｐ４９



１ 概要

児童生徒がグループやクラス全体の前で意見を発表したり、作品の説明を
したりする際、児童生徒が互いに発表等のよかった点やがんばっていたことな

どを伝え合ったり、作品の感想等を付せんに書いて渡したりします。

２ 教職員の働きかけ

① 児童生徒が、グループやクラス全体に向けて、意見の発表、実技の練

習、作品の説明等を行う場を設定します。
② 児童生徒が意見の発表等をした後に、ペアやグループになって友達の

発表等のよかった点や友達ががんばっていたことなどについて短時間で

話し合い、それを発表したり、友達に伝えたりする場を設定します。

③ 児童生徒が作品を展示したり、作品について説明したりする場合には、

互いに鑑賞し合って、作品のよかったことなどを付せん等に書いて友達に

渡す場を設定します。
④ 児童生徒が互いの発表等のよかった点やがんばっていたことなどを認

め、それを伝えることができたことを賞賛します。

⑤ 児童生徒一人一人の発表や作品のよかった点を具体的に説明したり、
発表や完成に至るまでの努力を認めたりします。

実技の練習や発表の場面では、その場でよかったことなどを伝
え合うことで、互いにその後の練習等に生かすことができますね！
授業の内容等に応じて、児童生徒が互いの取組等のよさを伝

え合ったり助言し合ったりする場面の時機を工夫しましょう。

子どもたちが友達との関わりを通じて達成感を味わ
うことができる授業がしたいんです！

がんばってきてよかった！

子どもたちが互いにがんばったことや取組のよかった
ことなどを認め合う活動を実施してはどうですか？

自信をもたせる授業づくり

満足感・達成感を味わう場の設定ポイント４

Ｐ５０



児童生徒が互いに認め合う場面の設定を工夫することに加え、教職員が児童生徒に

励ましや賞賛等の声かけを行うことも、児童生徒の学習への意欲や自信を高めていくこ

とにつながります。授業中や授業以外の場面において、児童生徒の状況や到達度等に

配慮しながら、学習の結果やその結果に至るまでのがんばり等を認める声かけを意図

的に行いましょう。

〔児童生徒への声かけ等の留意点〕

○ 児童生徒のよいところやがんばっているところを具体的に賞賛する。

・ ノートの字がとてもきれいでした。読みやすかったですよ。

・ 前の時間に比べて、・・・が上手になったね。グループの友達も拍手していましたね。

・ ・・・について詳しく調べていましたね。先生も初めて知った内容もありました。

・ ・・・という表現が印象に残りました。みんなも発表を聞いて勉強になったと思いますよ。

○ 様々な方法や場面を活用して賞賛する。

・ 提出されたノートや振り返りシート等に励ましや賞賛のコメントを記入する。

・ イラストやシール等を活用するなどして、教職員の励ましや賞賛の気持ちを伝える。

・ 担任を通じて、間接的に励ましや賞賛のコメントを伝える。

学習への意欲や自信につなげる声かけ等の工夫

○ コメント機能の活用

ＩＣＴ機器を活用した活動例

児童生徒がタブレットを使って提出した課

題に対して、コメント機能を活用し、提出され

た課題の内容に関する助言、課題への取組

の様子等に関する励ましや賞賛のコメントを

添えることができます。タブレット上にコメント

が残るため、児童生徒は教職員の助言等を

随時確認しながら学習に取り組むことがで

きるほか、教職員も児童生徒一人一人に対

する助言、励ましや賞賛のコメントを確認す

ることができます。

Ｐ５１



学業指導と学習指導

学習指導要領では「生徒理解を深め、学習指導と関連付けながら、生

徒指導の充実を図ること」、生徒指導提要では、学習指導において「生徒

指導の実践上の視点を生かすことにより、その充実を図っていくこと」とさ

れるなど、児童・生徒指導と学習指導が相互に深く関わりがあることを意

識しながら指導・援助を進めることが求められています。

また、生徒指導提要では、「授業は全ての児童生徒を対象とした発達

支持的生徒指導の場」とされ、「教科の指導と生徒指導を一体化させた

授業づくり」が、４つの「生徒指導の実践上の視点」に沿って整理されまし

た。教職員が、教科のねらいを達成することに加え、「授業も『学びに向か

う集団づくり』の場」であることを意識しながら行う「子どもが意欲的に取

り組む授業づくり」は、４つの「生徒指導の実践上の視点」を意識した実

践であり、「教科の指導と生徒指導を一体化させた授業づくり」であると

言えます。

さらに、生徒指導提要には「教員が学習指導と生徒指導の専門性を合

わせもつという日本型学校教育の強みを活かした授業づくりが、児童生

徒の発達を支えます」という記載があります。これは、「集団の中で学ぶ」

という学校教育の特質を生かして、児童生徒一人一人が成長するのを支

えていく視点に立って指導・援助を進める、「学業指導」の有効性を示して

います。

〔教科の指導と生徒指導を一体化させた授業づくりの視点〕

○ 自己存在感の感受を促進する授業づくり

○ 共感的な人間関係を育成する授業づくり

○ 自己決定の場を提供する授業づくり

○ 安全・安心な「居場所づくり」に配慮した授業づくり

コラム

Ｐ５２



安心して発言できる雰囲気づくり

① 受容的な態度の育成 ② 目的やルールの明確化

児童生徒がお互いの意見や考えを尊重できるようになるための働きかけが大切
です。
教職員自身が児童生徒の様々な意見を大切にするとともに、話合いの目的やルー

ルを明確に示すなど、安心して発言できる環境づくりを工夫しましょう。

コミュニケーション能力を育む授業づくり

協働で学ぶ場の設定

① 学び合いのある授業の展開 ② 学習形態の工夫

児童生徒が話し合い、合意形成を図る場を設定することが大切です。
話し合う必要性を持たせたり、目的に応じて学習形態を工夫したりしましょう。

話合いの工夫

① 話合いの目的の明確化 ② 話合いの質を高める工夫

児童生徒が目的に沿って話合い、協力し合って結論を出すことができるようになる
ための働きかけが大切です。
児童生徒が自分の考えを持って話合いに参加し、互いに協力し合って結論を出そ

うとする場の設定を工夫しましょう。

評価や振り返りの工夫

① 自己理解・他者理解につながる評価の活用
② 互いのよさに気付く振り返りの工夫

児童生徒が、自己評価や相互評価、振り返りを通じて、自己理解や他者理解を深
めていくための働きかけが大切です。
児童生徒が、互いのよさや意見を伝え合うことの楽しさなどに気付くことができる

よう指導を工夫しましょう。

Ｐ５３

安心して発言できる雰囲気づくり

① 受容的な態度の育成 ② 目的やルールの明確化

評価や振り返りの工夫

① 自己理解・他者理解につながる評価の活用
② 互いのよさに気付く振り返りの工夫

協働で学ぶ場の設定

① 学び合いのある授業の展開 ② 学習形態の工夫

話合いの工夫

① 話合いの目的の明確化 ② 話合いの質を高める工夫

〔ポイント１〕

〔ポイント４〕

〔ポイント２〕

〔ポイント３〕



１ 概要

児童生徒が授業中の話し方や聞き方のきまりの必要性等について話し合
い、係の児童生徒が話合いを通じて決めたきまりをノートサイズにまとめ、担任

等がそれを印刷・配布し、児童生徒はノートに貼り、きまりを意識して授業に参

加します。

２ 教職員の働きかけ

① 年度初めの時期等に授業の進め方、教科等に応じた授業中のきまり
の内容について説明します。

② 児童生徒が、互いに安心して授業に参加するために必要な話し方や聞

き方のきまり、その具体的な内容について話し合う場を設定します。
③ 児童生徒がきまりを意識して授業に参加することができるよう、係の児

童生徒がきまりをノートサイズにまとめる時間を確保し、それを印刷して配

布します。
④ 授業中の児童生徒の状況に応じて、授業の中できまりを確認したり、き

まりを守っている児童生徒を賞賛したりします。

教職員が日頃から児童生徒の発言を最後まで聞いたり、児童
生徒の発言の正誤のみにこだわらず、発想や着眼点を賞賛したり
することが大切ですね！
学級（ホームルーム）全体に受容的な雰囲気が生まれると、児

童生徒は安心して積極的に発言できるようになります。

子どもたちが自分の意見を積極的に発言できる授業
がしたいんです！

気持ちよく授業に参加しよう！

子どもたちが、授業中のきまりを考える活動を実施し
てはどうですか？

コミュニケーション能力を育む授業づくり

安心して発言できる雰囲気づくりポイント１

Ｐ５４



児童生徒が互いの話に真剣に耳を傾けたり、考えを述べ合ったりすることは、自分の

考えを広げたり深めたりするとともに、コミュニケーション能力の育成につながります。授

業の中で、児童生徒が互いの存在を尊重して、発言したり、発表を聞いたりすることがで

きるよう、児童生徒自身が設定した話し方や聞き方のきまりを活用するなどして、授業中

の話し方や聞き方について指導しましょう。また、児童生徒自身が話し方や聞き方のきま

りを設定する場合には、発達の段階に応じて、児童生徒に期待する話し方や聞き方の例

を紹介しましょう。

〔授業中の「聞き方」に関する指導の例〕

・ 「話す人の方を向きましょう」、「話す人の方におへそを向けましょう」

・ 「最後まで話を聞きましょう」

・ 「うなずきながら聞きましょう」

・ 「相づちを打ちながら聞きましょう」（相づちの例：「いいね」、「なるほど」等）

〔授業中の「話し方」の指導例〕

・ 「みんなの方を向いて話しましょう」

・ 「みんなに聞こえるように話しましょう」

・ 「早口にならずにゆっくりと話しましょう」

・ 「みんなの表情を確認しながら話しましょう」

対話のある授業の展開に向けた指導の工夫

Ｐ５５



１ 概要

児童生徒は、授業のねらいや話合いの流れ等を理解し、自分の考えをまと
め、グループ等で話し合い、その結果を発表します。また、友達との話合いを通

じて感じたことなどを発表します。

２ 教職員の働きかけ

① 授業のねらいを踏まえ、話合いの目的や内容を検討し、目的に即した話

合いの形態（クラス全体、グループ、ペア）について検討します。
② 話合いの目的やテーマ、話合いから発表までの流れ等について具体的

に説明します。

③ 児童生徒が話合いの中で自分の意見を話すことができるよう、話合い
を実施する前に、友達と協力しながら情報を収集したり、自分の考えをまと

めたりするための時間や場所（図書室等）を確保します。

④ 児童生徒がテーマに沿って話し合い、その結果を発表する場だけでな
く 、友達との話合いを通じて感じたことなどを共有する場を設定します。ま

た、必要に応じて、事前に話し方や聞き方のきまりを確認します。

児童生徒一人一人が話合いの中で自分の意見を話すことが
できるようになるためには、考えをまとめる準備が必要ですね！
話合いの目的や流れを丁寧に伝えることに加え、準備のため

の時間や場所を確保し、また、友達と協力し合って準備する場も
設定しましょう。

子どもたちが互いに助け合いながら学習に取り組む
授業がしたいんです！

友達のおかげで発表できました！

話合いの目的や流れを丁寧に説明したり、子どもたち
が考えをまとめる時間を確保したりしてはどうですか？

コミュニケーション能力を育む授業づくり

協働で学ぶ場の設定ポイント２

Ｐ５６



授業中の話合いには、児童生徒同士の助け合いや互いに高め合う人間関係づくりを

促進したり、学級（ホームルーム）の親和性を高めたりする効果があり、結果として、児童

生徒の学習意欲の向上につながります。授業のねらいや学級（ホームルーム）の実態等

に即して、話合いの形態を選択したり、話合いの内容を工夫したりしましょう。

〔話合いの形態及びその特徴〕

〔グループ編成の工夫〕

○ 課題の解決に向けた考え方が似ている児童生徒同士でグループを編成する。

⇒ 話合いがより活発になります。また、同じ考えであっても、その理由に違いがあることなどが分

かります。

○ それぞれの児童生徒の得意分野を生かしてグループを編成する。

⇒ 児童生徒が互いのよさを知り、人間関係が深まります。

○ 活動のたびにグループを編成する

⇒ 児童生徒の交流の機会が増え、人間関係が広がります。

話合いの形態の工夫

形態 長所 短所

クラス全体 ・ 多様な考えを知ることができ

る。

・ クラス全体で友達の考えを共

有したり、課題の解決に向けて

検討したりすることができる。

・ 一人一人が発言する機会が

少ないため、話合いに対して受

け身になる場合がある。

・ 自分の考えを説明するときの

心理的負担が高い。

グループ ・ 自分の考えを説明するときの

心理的負担が、クラス全体に向

けて説明する場合よりも低い。

・ 複数の考えを基に課題の解決

に向けて検討することができる。

・ グループ内の状況に応じて、

話合いに対して受け身になる場

合がある。

ペア ・ 自分の考えを説明するときの

心理的負担が、グループやクラス

全体に向けて説明する場合より

も低い。

・ 短時間で互いの考えを深め合

うことができる。

・ 多様な考えを知ることができ

ない。

Ｐ５７



１ 概要

グループの中で児童生徒一人一人が１つのテーマについて自分の考えを
説明し、話合いを通じて、グループの考えとしてまとめ、発表します。

２ 教職員の働きかけ
① 授業のねらいを踏まえ、１つのテーマについて、グループごとに考えをま

とめ、発表するための話合いについて検討します。

② 話合いの目的やテーマ、グループでの話合いの中で児童生徒一人一
人が自分の意見を理由や根拠を持って説明すること、グループごとに話合

いの結果を発表することについて説明します。

③ 話合いを実施する前に、児童生徒が情報を収集したり、自分の考えや
その理由等をまとめたりするための時間を確保します。

④ 児童生徒がグループの中で自分の考えを説明し、グループの考えとし

てまとめていく場を設定します。
⑤ 各グループの代表の児童生徒が、クラス全体に対して、グループの考え

を発表したり、互いに質問や感想を述べ合ったりする場を設定します。

児童生徒が互いの考えを受け止めながら話合いを進めること
ができるように働きかけましょう！
状況に応じて、教師も話合いに参加し、進行役の児童生徒に配

慮しながら、児童生徒の意見をつないでいくことが大切です。

子どもたちが互いに意見を出し合いながら、協力して
話合いを進めていく授業がしたいんです！

みんなで考えをまとめました！

子どもたちが自分の考えを持って話し合い、友達と協
力して考えをまとめる活動を実施してはどうですか？

コミュニケーション能力を育む授業づくり

話合いの工夫ポイント３
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グループでの話合いの場で、児童生徒が互いに理由や根拠を持って考えを伝え合う

ことは、友達と協力して考えをまとめていくだけでなく、話合いのテーマに関連する新たな

気付きや発見を得ることや、グループ内の友達のよさに気付くことにもつながります。クラ

ス全体への発表の場においても、児童生徒同士の対話のある場面を設定しましょう。そし

て、グループでの話合いやクラスでの発表の中で気付いた友達のよさについて感想を述

べ合う場も設定しましょう。

〔対話の場面のある発表の場の例〕

「ワールド・カフェ」とは、「カフェのようなリラックスできる雰囲気の中で、メンバーの組合せを

変えながら、 4〜 6 人の小人数で話し合いを続けることにより、深い相互理解や新しい知識を生

み出す話合いの手法」

（男女共同参画推進のためのワールド・カフェ実践手引書（改訂版） 文部科学省）

① グループに残る児童生徒を一人決め、残りの児童生徒は「旅人」となり、他のグループに

移動します。

② グループに残った児童生徒は、他のグループの「旅人」を迎えて、各グループの話合いの

結果を共有し、それぞれのグループの立場から同じテーマについて話し合います。

③ 「旅人」が自分のグループに戻り、旅先（他のグループ）で得た話合いの結果等を共有し、

グループの結果を見直したり、新たに気付いたことを共有したりします。

④ 各グループの代表の児童生徒が、「ワールド・カフェ」を通じて話し合ったこと、新たに気付

いた他のグループのよさ等を発表します。

タブレットを活用した活動例

児童生徒同士の対話のある発表の工夫

○ 資料やデータの活用

ＩＣＴ機器を活用した活動例

特に「ワールド・カフェ」の活動では、児

童生徒が他のグループに移動して自分の

グループでの話合いの結果を発表します

ので、タブレット上で発表する内容やその

理由や根拠になる資料やデータを共有し

ておくと、「旅人」の児童生徒は自信をもっ

て発表することができ、また、他のグループ

の児童生徒も発表を聞きやすくなります。

Ａ班 Ｂ班 Ｃ班

Ｄ班 Ｅ班

Ｇ班

Ｆ班

Ｐ５９



１ 概要

授業の振り返りの中で、児童生徒が授業への自分自身の取組を評価する
だけでなく、友達に対して授業の取組への評価に加えて、がんばっていたこと

やアドバイスを伝えます。また、友達のコメント等への感想を発表します。

２ 教職員の働きかけ

① 評価の視点を示した振り返りシートを作成します。

② 授業後にこれまで学習した内容の要点等を説明し、また、授業中に児
童生徒ががんばっていた様子等について伝えます。

③ 振り返りシートを配布し、児童生徒が評価の視点に沿って自己評価する

場を設定します。
④ 児童生徒が友達と振り返りシートを交換したり、振り返りシートを持って

友達と話したりするなどして、互いに評価し合ったり、がんばっていたことに

ついてコメントを記載し合ったりする場を設定します。その際、友達に具体
的にアドバイスをすることを伝えます。

⑤ 児童生徒が友達から評価やコメント等をもらって感じたことなどを振り

返りシートに記載し、それを発表する場を設定します。

児童生徒一人一人が友達や先生に自分のよさやがんばりを
認められたことを実感できるといいですね！
日頃から教職員が児童生徒一人一人のよさを認める声かけ

を行いましょう！

子どもたちが互いのよさやがんばりを認め合う授業
がしたいんです！

次の時間もがんばるぞ！

子どもたちが自分では気が付かなかったよさに気付
く活動を実施してはどうですか？

コミュニケーション能力を育む授業づくり

評価や振り返りの工夫ポイント４
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振り返りシートを活用した相互評価は、児童生徒が自分のよさや課題への気付きや次

の授業に向けた意欲の向上につながるだけでなく、児童生徒の自己存在感を高めるこ

とにつながります。振り返りシートを活用し、振り返りの場面の働きかけを工夫しましょう。

〔振り返りシートの例〕

児童生徒が自分のよさに気付く振り返りの工夫

今日の授業を振り返りましょう。
○月○日（○） ○年○組○番 名前：○○○○

○ 内容： ○○○○
○ 評価の視点
① ・・・・・できたか。
② ・・・・・できたか。
③ ・・・・・できたか。
〔よくできた：◎ ときどきできた：○ あまりできなかった△ できなかった：✕
○ この時間の自分や友達の取組の評価や、自分自身や友達へのコメントなどを書きましょう。

○ 友達に上の表に書いた評価やコメントなどを伝えましょう。

○ 友達からもらった評価やコメントなどを聞いて感じたこと、気付いたことを書きましょう。

名前 視点① 視点② 視点③ コメントやアドバイス

自分 ○ △ ✕
・・・はまあまあできた。次はもっとでき
るようになりたい。

○○さん ◎ ◎ ○
とても上手にできていた。・・・ができる
と完璧だと思う。

○○さん ○ ◎ △
・・・が上手だった。もう少し・・・ができ
るといいと思う。

○○さん ○ ○ ○
全体的に上手だった。・・・を工夫すると
もっとよくなると思う。

感じたこと、気付いたこと

自分では上手にできたと感じなかったが、友達は私の・・・ところを褒めてくれたのでとて
もうれしかったし、みんなが応援してくれていることを感じた。次の時間までにもう少し練習
しようと思った。
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学業指導と幼児教育

幼稚園教育要領解説では、幼稚園教育が目指すものは「教師主導の

一方的な保育の展開ではなく、一人一人の幼児が教師の援助の下で主

体性を発揮して活動を展開していくことができるような幼児の立場に立っ

た保育の展開である」とされています。つまり、活動の主体は幼児であり、

教師は活動が生まれやすく、展開しやすいように意図をもって環境（物的

な環境だけでなく、教師や友達との関わりを含めた状況全て）を構成して

いく必要があります。

このことは、児童生徒が自ら発達していくことを支えていく視点に立ち、

児童生徒が主体的に活動する場や機会を意図的・計画的に設定しなが

ら指導・援助を行う「学業指導」や「発達支持的生徒指導」の考え方と共

通しています。

生徒指導提要では、生徒指導上の取組の留意点の一つとして「幼児教

育との接続」が挙げられており、幼稚園・認定こども園・保育所と小学校

（義務教育学校前期課程）の教職員が、情報交換等を通じて相互の指導

の充実を図っていくことが強調されています。

幼児教育と小学校教育の円滑な接続は、小学校における学業指導の

充実につながり、幼児が小学校（義務教育学校前期課程）に入学した当

初の時期に限らず、その後の学校生活においても、児童が安心して学ぶこ

とができるようになることが期待されます。

コラム
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個別の状況の把握

① 情報交換等の実施 ② 授業の取組状況等の把握

児童生徒が学習内容を着実に身に付けていくことができるよう、児童生徒一人一
人の状況を把握することが大切です。
他の教職員との情報交換等を通じて、多角的な視点から授業中の様子や学習課

題への取組状況等を把握しましょう。

一人一人の実態に配慮した授業づくり

個に応じた対応

①個に応じた学習課題や学習方法の提示
②学習の振り返りを通じた支援の実施

児童生徒が目標をもって授業に臨むことができるよう、個に応じて指導や支援をす
ることが大切です。
児童生徒の一人一人の状況に応じて、学習課題や学習方法を提示したり、振り返

り等を通じて支援をしたりするなど、学習意欲を高める工夫をしましょう。

組織的な対応

① 教職員間の連携 ② 家庭との連携

児童生徒がそれぞれの授業において意欲的に学習に取り組むことができるよう、
教職員が連携し、指導方法の工夫や指導体制の改善に取り組むことが大切です。
学年会議等において児童生徒に関する情報を共有するほか、家庭での様子等に

ついて保護者と情報交換するなど、家庭とも連携し指導や支援をしましょう。

個に応じた対応の見直し

① 児童生徒の変容等の確認 ② 個に応じた対応の点検・見直し

児童生徒が自信をもって学習に取り組むことができるよう、児童生徒の変容等を
踏まえて、必要に応じて指導や支援の方法等を見直すことが大切です。
学年会議や保護者との情報交換等を通じて児童生徒の状況、教職員や保護者と

の関わり等について情報を整理し、個に応じた対応の点検や見直しを行いましょう。

Ｐ６３
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１ 概要

振り返りシートを通じて、児童生徒一人一人の状況を把握し記録します。ま
た、児童生徒に気になる様子があった場合等には関係する教職員と情報交

換を実施します。

２ 教職員の働きかけ

① 担任との情報交換を実施し、授業中のクラスの様子について説明する

とともに、児童生徒一人一人の性格、得意なことや苦手なこと、授業中の
配慮事項等を確認します。

② 必要に応じて、養護教諭や部活動顧問等との情報交換も実施します。

③ 振り返りシートを活用して、児童生徒が授業の中でがんばったことや、
自分のよさを生かすことができた場面、困ったことがあった場面等を把握

します。

④ 児童生徒一人一人への配慮事項や振り返りシートを通じて把握した情
報等を記録できるシートを作成し、記録していきます。また、児童生徒に気

になる様子があった場合には、担任や関係する教職員と共有します。
※ 担任は、授業担当者等、関係する教職員との情報交換を通じて把握した情報を基に、児童生徒一

人一人の記録を整理します。また、児童生徒に気になる様子があった場合には、授業担当者等、関
係する教職員と共有します。

全ての教職員がそれぞれの立場から児童生徒一人一人の様
子等を把握・記録し、共有できる仕組みを工夫しましょう！
多角的な視点から児童生徒の様子を把握し、教職員がそれぞ

れの立場から指導・支援に生かしていくことが大切です。

子どもたちが意欲的に学習に取り組めるように、それ
ぞれの得意なことや苦手なことを把握したいんです！

授業が分かりやすくなりました！

子どもたち一人一人の状況を把握したり記録したり
する方法を工夫してはどうですか？

一人一人の実態に配慮した授業づくり

個別の状況の把握ポイント１
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授業の中では、教科等の内容に応じて、話合い、実験、作業、実習等の様々な学習活

動が展開されます。児童生徒が、様々な場面において自分のよさや得意なことを発揮し

て学習に取り組むことができるよう、児童生徒のよさや苦手とする場面等を把握し、指

導・支援に役立てましょう。

〔振り返りシートを活用した児童生徒の苦手とする場面等を把握する取組と記録の例〕

〔教職員のメモの例〕

授業における児童生徒の状況把握や記録の工夫

今日の授業を振り返りましょう。
○月○日（○） ○年○組○番 名前：○○○○

○ 内容： ○○○○
○ 評価の視点
① ・・・・・できたか。 ② ・・・・・できたか。 ③ ・・・・・できたか。

○ 今日の授業でがんばったことを書きましょう。
（例） みんなの前で音読することをがんばりました。家で練習してきてよかったです。
○ 今日の授業で自分のよさを発揮できた場面はありましたか？
ア あった
・ どのような場面ですか？
（例） 私はタブレットでグラフを作ることが得意なので、グループでの発表のときに、みんなの
役に立つことができたと思います。

イ なかった
・ どのような場面があればあなたのよさを生かすことができそうですか？
（例） 模造紙を使った発表があるとよかったです。私は絵を描くことは得意な方だと思うので。

○ 今日の授業で困った場面はありましたか？
ア あった
・ どのような場面で、どのようなことに困りましたか？
（例） プリントの解答欄が小さくて、枠の中に書くのが大変でした。
（例） 黒板にたくさんの色があったので、大切なことがわからなくなりました。
（例） 作業の内容がたくさんあったので、順番がわからなくなりました。
（例） 先生の話が速かったです。最初の話を思い出せなくなり、友達に聞きました。
イ なかった

～～ ～～ ～～～ ～～～ ～～～～ ～～ ～～～ ～～～ ～～ ～～ ～～ ～～～ ～～～～ ～～ ～～～ ～～

名前： ○○ ○○

日付 単元 得意なこと 活躍の場面 困ったこと 気をつけること

○/○ ・・・・・ 絵を描くこと 模造紙での
資料作成

作業内容が多い 作業の流れを黒
板に書く

○/○ ・・・・・ タブレットでのグ
ラフ作成

グループでの発
表

私の話が速い ゆっくり話し、内
容を黒板に書く
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１ 概要

児童生徒が、自分の到達度に応じた課題を選択し、友達とペアになって取
り組み、次の課題に挑戦していきます。

２ 教職員の働きかけ
① 児童生徒がこれまで学習した内容を復習する時間を設定します。

② 児童生徒が自分の到達度に応じて取り組むことができる段階的な復習

プリント等の課題を用意します。
③ 黒板に授業の流れを書くなどして授業の見通しを具体的に説明します。

④ それぞれの児童生徒が自分の到達度に応じて課題を選択し、友達とペ

アになって取り組み、互いに答え合わせをしながら、次の課題に挑戦して
いく場を設定します。

⑤ 机間巡視等を通じて児童生徒の課題への取組状況を観察し、必要に

応じて助言します。また、提出された課題を確認し、到達度を記録します。

児童生徒の実態や教科等の内容に応じて、易しいものから難
しいものまで幅広く課題を準備するといいですね！
児童生徒が課題を克服していく場面を多く設定することで、

教職員が児童生徒のがんばりを認め賞賛する機会が増え、児
童生徒が達成感を味わうことにつながります。

子どもたち一人一人が達成感を味わえるような授業
がしたいんです！

次の問題に挑戦するぞ！

子どもたちが自分の到達度に応じて課題に挑戦して
いく活動を実施してはどうですか？

一人一人の実態に配慮した授業づくり

個に応じた対応ポイント２
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授業に対する児童生徒一人一人の安心感を高めるためには、児童生徒にとって分か

りやすい学習環境を整備することや学習方法を工夫することに加え、学習形態を工夫す

ることも大切です。クラスの座席に基づいてグループを編成するだけでなく、教職員が意

図的にグループのメンバーを構成することで、学習効果が高まる場合があります。

児童生徒一人一人の状況やクラス内の人間関係等を踏まえ、グループ活動のメン

バー構成や座席の配置等を工夫しましょう。

〔グループのメンバー構成や座席の配置の例〕

・ 児童生徒の到達度や人間関係等を踏まえ、意図的にグループのメンバーを構成します。

・ 一つのグループを、当該教科等の学習が得意な児童生徒（◎）、当該教科等の学習が好き

な児童生徒（○）、当該教科等の学習を苦手と感じている児童生徒（△）で構成します。

・ 「苦手と感じている児童生徒（△）」と「得意な児童生徒」（◎）や「好きな児童生徒」（○）

が向かい合ったり、隣り合ったりするように配置します。

・ 「苦手と感じている児童生徒」（△）は、「得意な児童生徒」（◎）や「好きな児童生徒」

（○） との対話を通じて学習内容への理解を深めることができるようになります。

※ 「得意な児童生徒」（◎）や「好きな児童生徒」（○）も満足感や達成感を味わうことができ

るよう、活躍の場を設定したり、競い合ったりする場の設定を工夫しましょう。

○ プレゼンテーションソフトの活用
プレゼンテーションソフトを活用して、黒板に書いた授業や活動の流れ、またはより具

体的な手順等をスライド資料として整理しておきます。黒板に加え、児童生徒のタブレッ

トに表示することで、授業の流れ等が児童生徒にとってよりわかりやすくなります。

ＩＣＴ機器を活用した活動例

個に応じた学習形態の工夫

◎

△

△

○ △

○ △

○
○

◎

△
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１ 概要
教育相談担当者等が、日頃から全ての教職員が共有する必要がある情報

を検討し、それぞれの教職員が入力できるファイルを活用して情報を共有し、
教職員がそれぞれの立場で日頃の指導・支援に役立てます。

２ 教職員の働きかけ
① 全ての教職員が様々な場面において児童生徒の状況を踏まえた指導・
支援を実施することができるよう、教育相談担当者の打合せ等において、
共有する必要がある情報について検討します。（出欠や遅刻等の状況、仲
のよい友達、得意なこと、苦手なこと、配慮が必要なこと、生活アンケートの
結果、授業や部活動での様子等）
② 校務支援ソフトや表計算ソフト等を活用し、それぞれの教職員が入力で
きるファイルを作成します。その際、パスワードを設定します。
③ 教科担任は、授業前にファイルを確認し、授業中の指導・支援に役立て
たり、授業後に授業中の児童生徒の気になる様子等を入力したりします。
④ 担任は、関係する教職員が入力した内容を、日頃の児童生徒への指導
・支援や個別面談、保護者との情報交換等に活用します。
⑤ 学年会議や教科打合せ等の機会に、ファイルの内容を踏まえながら情
報交換を実施します。

担任や教科担任だけでなく、様々な立場の教職員が児童生徒
の気になる様子等を入力するようにしましょう！
教職員が児童生徒の状況を多角的に捉えることは、一人一人

の実態に配慮した指導・支援につながります。

子どもたちがどの授業でも安心感を味わえるように
なってほしいんです！

授業に安心して参加できます！

先生方が子どもたちの状況を踏まえて授業を進めら
れるように情報共有の方法を工夫してはどうですか？

一人一人の実態に配慮した授業づくり

組織的な対応ポイント３
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障害のある子どもが、生涯にわたり自立し社会参加していくことができるよう、就学前

から学校卒業後までの一貫した支援を行うことが求められています。

学校においては、特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制を整え、個別

の教育支援計画を活用して、家庭や医療、保健、福祉、労働等の関係機関と支援情報の

共有化を図りつつ、指導・支援に取り組み、その成果を進路先に適切に引き継いでいく

ことが大切です。

児童生徒一人一人の実態に配慮した指導・支援を実施するためには、家庭との連携

が必要不可欠です。児童生徒が欠席したときの電話連絡、保護者面談、連絡帳の通信

欄等を活用して、学校や家庭での児童生徒の姿を共有することは、家庭との連携のため

の第一歩です。学校が家庭と連携し、児童生徒を中心に据えた指導・支援を実施するこ

とができるよう、日頃から保護者との関わりを大切にして、よりよい関係を構築することが

大切です。

〔保護者の安心感につながる保護者との関係づくりのポイント〕

○ 保護者の思いを「きく」ためのポイント

・ あいづちを打ちながら、できるだけ口をはさまずに

・ 相手が話した内容を繰り返しながら

・ せかすことなく、おだやかに

・ きいているときの自分の感情を確かめながら冷静に

○ 保護者に「伝える」ためのポイント

・ まずは感謝やねぎらいを

・ 子どものよいところは具体的なエピソードで

・ 課題となることは、情報を整理して客観的に

・ 指導・支援のアイディアは、保護者が選択できるように

（参考）「保護者とのよりよい連携のためのヒント」（栃木県総合教育センター）

家庭との連携

「個別の教育支援計画」の作成と活用

〔個別の教育支援計画〕

○ お子さん・保護者の願いに基づき、就学前から学校卒業後まで一貫した的確な支援を

行っていくために作成・活用する計画書です。

○ 各年齢段階における関係機関等による支援の全体像、お子さん・保護者の願い、お子さん

の生活の様子、学校での指導目標や手立て、合理的配慮等が記載されます。

○ お子さん・保護者の意向を踏まえ、医療、福祉、保健、労働等の関係機関と、支援に必要な

情報の共有を図り、作成・活用します。

（参考） 「就学前から学校卒業後にわたる一貫した支援のために～「個別の教育支援計画」

の作成と活用～」 （栃木県教育委員会）
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１ 概要

教育相談担当者が中心となって、様子が気になる児童生徒への対応等に
ついて、関係する教職員が話し合う場を定期的に設定し、児童生徒の状況を

踏まえながら指導・支援の改善を図っていきます。

２ 教職員の働きかけ

① 教育相談担当者等が、様子が気になる児童生徒への対応について、関

係する教職員が話し合う場を設定します。
② 教育相談担当者、担任、教科担任、部活動顧問等が、児童生徒の生活

の様子や、児童生徒との関わりや指導・支援の状況について共有します。

③ 児童生徒の気になる様子の背景等について話し合い、今後の指導・支
援の目標を設定します。

④ 目標の達成に向けて、これまでの関わりや指導・支援の方法等の課題

を整理し、今後のそれぞれの立場での関わりや指導・支援の方法、役割分
担等を明確にします。また、次回の話合いの時期を設定します。

⑤ 関係する教職員がそれぞれの立場から指導・支援を進め、次回の話合

いにおいて指導・支援状況等を共有し、児童生徒の状況に応じて改善を
図っていきます。

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーが話合いに
参加する機会を設定するといいですね！
専門家から見立てや助言を得ることで、一人一人の実態に応

じて効果的な指導・支援を実施することができます。

子どもたちがどの授業でも自分のよさを生かして学
習に取り組めるようになってほしいんです！

授業が楽しくなってきました！

先生方が、子どもたちの状況に応じた指導方法等に
ついて話し合う場を定期的に設定してはどうですか？

一人一人の実態に配慮した授業づくり

個に応じた対応の見直しポイント４
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スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと協働し、児童生徒一人一人の実

態に応じた指導・支援を実施することができるよう、スクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカーの専門性や役割等を正しく理解しましょう。

児童生徒一人一人の実態に応じて効果的な指導・支援を実施するためには、児童生

徒の状況を多角的に理解し、関係する教職員が、指導・支援の目標等を共有した上で、

それぞれの立場から意図的・計画的に指導・支援を実施することが大切です。定期的に

ケース会議を開催し、児童生徒への関わりや指導・支援の方法等の点検・改善を図りな

がら、組織的な指導・支援を実施しましょう。

（スクールカウンセラーの役割等）

心理に関する高度な専門的知見を有する者として、カウンセリング等を通じて、児童生徒や保護

者への支援や教職員への助言等を行います。

（スクールソーシャルワーカーの役割等）

福祉の専門性を有する者として、児童生徒や保護者との面談等を通じて、子供の貧困等の様々

な課題を抱える児童生徒や保護者の支援ニーズを把握し、福祉機関等との調整を図りながら支援

体制の構築等を行います。

ケース会議の活用

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの協働

〔ケース会議の流れ等〕

１ 情報の共有

担任からの説明や参加者からの質問をもとに情報を共有します。

２ 背景・要因の検討

児童生徒が何に困っているのか、なぜそのような状態にあるのかを考えます。

３ 指導目標の設定

現実的で評価しやすい当面の目標を設定します。

４ 対応策の検討

検討した背景・要因をもとに、実施可能な指導・支援の方法を検討します。

５ 役割分担の明確化

誰が、いつまで、どのような指導・支援を実施するかを明確にします。

６ 次回の確認

次回の会議を1か月後を目安に設定します。

（参考）「児童生徒への適切な指導のために～ケース会議の進め方～」

（栃木県総合教育センター）
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学業指導と特別支援教育

本県では、特別支援教育の基本的な考え方を「障害のある子どものみ

を対象とした特別な教育ではなく、全ての子どもに対する一人一人の能

力や特性に応じた指導・支援を一層充実させ、子どもが本来持っている力

を最大限に発揮できるようにすること」と捉えています。そして、教職員は、

全ての子ども自らが自信を育むとともに周囲の人々と相互に支え合う関

係を築くことができるよう、子ども同士が認め合う関係を育むこと、わかり

やすい環境を整えることを意識しながら、児童生徒の安心感を高める指

導・支援に努め、その中で、障害のある子どもが、生涯にわたって日々の自

立と社会参加を積み重ね、主体的に自分のできることを広げていくことが

できるよう、一人一人の障害の状態等に応じたきめ細かな指導・支援に取

り組むこととしています。

このような、障害の有無に関わらず、全ての子どもが自己実現（社会的

自立）を図っていくことを目指し、全ての子どもにとって安心できる環境の

下、全ての子どもを対象にわかりやすい学習活動等を意識して指導・支援

を行う取組は、学業指導の考え方そのものです。まさに日々の特別支援教

育の視点に立った教育実践は、学業指導であると言えます。

※ 「子ども」には幼児を含みます。

コラム
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